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議 長 ご起立願います。おはようございます。

議 長 ただ今から、平成２４年６月川棚町議会定例会を開会します。

これから本日の会議を開きます。

議 長 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。

会議録署名議員は、会議規則第１１８条の規定によって、森田宏議員及び久

保田和惠議員を指名します。

議 長 次に、日程第２、会期の決定を議題とします。

お諮りします。本定例会の会期は、お手元に配布しております会期日程案の

とおり、本日から６月２６日までの８日間にしたいと思いますが、異議ありま

せんか。

「な し」の声あり

議 長 異議なしと認めます。したがって本定例会の会期は、本日から６

月２６日までの８日間と決定しました。なお、会期日程及び議事日程につきま

しては、お手元に配布のとおりです。

議 長 次に、日程第３、諸般の報告を行います。

去る４月９日に東彼杵郡町村議会議長会総会が川棚町で開催をされました。

主に平成２３年度事業経過報告並びに決算報告、平成２４年度の事業計画及び

予算と県町村議会議長会主催の研修会への参加、郡内全議員による研修会等を

実施することを確認致しております。

次に６月１日に長崎新幹線建設期成会、長崎県鉄道利用促進協議会、長崎県

空港活性化推進協議会、長崎上海航路促進協議会の合同総会が長崎で開催され

ました。それぞれの会において、議事に関する事項の承認決定後、長崎新幹線

建設期成会では武雄温泉から長崎間について、早期認可着工することなど、４

項目の要望決議を行っております。

その他、諸報告につきましては、お手元に配布した議長諸報告が、３月定例

会以降、主に私が出席した会議であります。
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その他、お手元に配布しておりますとおり、監査委員から２月分、３月分、

４月分の例月出納検査の結果に関する報告書が提出をされておりますので、ご

一読を願います。

また、本会議までに受理した九州における震災がれき処理についての陳情に

ついては、配布にとどめますのでご了承をお願い致します。

以上で、私からの報告を終わります。

議 長 次に、日程第５、一般質問を行います。

本定例会での一般質問通告者は６人であります。これから通告順に質問を許

可します。堀田一德議員。

４ 番 堀 田 おはようございます。議席番号４番、堀田一德です。通告文に従

い質問を致します。

最初に、ふるさと産業まつりについて伺います。平成２４年度は３年に１度

のふるさと産業まつりの開催の年になり、過去には農林まつりとして農産物の

品評会を中心に行われ、農林業の振興に役立ってきた。その後、ふるさと産業

まつりと名称を替え、町内の農林漁業、工業、商業の参加で開催されてきたが、

３年に１度の開催ということもあり、ふるさと産業まつりの知名度、期待度が

薄れ、町内外から来場者が減少傾向になってきている。こういった現状のふる

さと産業まつりについて、次の点を尋ねる。

一つ、ふるさと産業まつりの目的について尋ねる。

二つ、本町の特産品を使い、本町をアピールするふるさと産業まつりにでき

ないか尋ねる。

三、町民に周知させる方法を尋ねる。

四、農林漁業、商業、工業が一堂に集まる機会に、ふるさと産業まつりを盛

り上げるため、お互いがＰＲし連携するように積極的な呼びかけができないか

尋ねる。

五、ふるさと産業まつりの終了後、反省会等を開催し次回に活かしているの

か尋ねる。

次に、がんばらんば国体について伺います。

平成２５年９月１４日から１８日、国体リハーサル大会、平成２６年１０月

１２日から２２日まで、がんばらんば国体が開催されます。本町では、少年男
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子、少年女子のホッケー競技が、平成２６年１０月１７日から２１日まで、大

崎公園交流広場で開催をされます。大会期間中は、全国から選手、監督や応援

される方などが大崎公園交流広場のホッケー会場を訪れ、優勝を目指して選手

達が熱戦を繰り広げます。町民の皆さんに競技会場で熱い声援を送ってもらう

ことが出場する選手達にとって何よりの励みになります。多くの町民の皆さん

が、何らかのかたちで国体に参加してもらうことで、誰もが主役となって感動

を分かち合い、本町に他県から来るホッケーチームを応援し、大会を盛り上げ

るためにどのようなことを考えているのか尋ねる。

次に、定住促進事業について伺います。町内や近隣市町のアパートに生活す

る若い夫婦などに子育て支援施策や、助成金制度、就学環境、通勤環境など、

本町の魅力を知らせ、住宅新築の場所に選んでもらえるような情報提供を行い、

新たな住まいの取得者を支援することにより、人口増につなげられないか次の

点について尋ねる。

一つ、居住する目的で、町内で新築住宅、中古住宅の取得をする方に奨励金

の支給ができないか尋ねる。

二、町内の民間賃貸住宅に入居する新婚世帯に家賃の一部を補助できないか

尋ねる。

三、町外から町内の民間賃貸住宅へ転居する世帯に家賃の一部を補助できな

いか尋ねます。

町 長 皆様おはようございます。一般質問にお答えする前に、一言、ご

挨拶を申し上げます。

本日は、平成２４年川棚町議会６月定例会を召集致しましたところ、議員の

皆様方におかれましては、ご健勝にてご出席をいただき、そして定刻開会をい

ただきまして、まことにありがとうございます。本定例会で提出の議案につき

ましては、専決処分に関する報告４件、繰越明許費繰越計算書の報告２件、一

般会計補正予算１件と条例改正５件、そして財産の取得案件１件でございます。

提案理由につきましては、その都度説明をさせていただきますので、よろし

くご審議をいただきまして、ご決定いただきますようお願いを申し上げます。

それでは、堀田議員の質問にお答えをさせていただきます。堀田議員からは

三点についてご質問をいただきましたので、順次ご答弁をさせていただきます。

まず、ふるさと産業まつりについてでございますが、その目的についてお尋
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ねでございます。川棚町ふるさと産業まつりにつきましては、平成２１年度に

開催をされておりまして、その時には開催要領が定められております。その要

領によりますと、ふるさと産業まつりは、本町における農林水産業、商工業の

生産及び流通の現状について、広く町民の認識を深めるとともに、これらの産

業従事者の知識と技術の向上を図りつつ、町民のふれあいの場として位置づけ、

今後の産業振興に寄与すると、このように定められておるところでございます。

次に、特産品を使用し、本町をアピールするふるさと産業まつりにできない

か尋ねるということでございますが、ご質問のアピールの対象が町外向けなの

か、町内向けなのかによっては若干答弁が変わる訳でございますが、まつりの

目的でも申し上げましたように、このまつりは基本的には町内で生産される農

林水産物や工業製品等を町民に広く認識、そして利用してもらうということが

目的であり、町外向け、観光イベント、または町外の交流人口の拡大を目的と

したイベントではないため、特にそれに特化したイベントは現状では考えてお

りません。しかしながら、開催時期に調達できる特産品を使ったイベントは従

来からも行っておりますので、内容については今後、実行委員会を立ち上げて

取り組むことに致しておりますので、その会議の中で協議をしていきたいと、

このように考えております。また、このまつりを町内向けでなく、広く町外の

皆様の来場も期待するようなイベントとして主旨とすることの是非について

も、実行委員会の中で今後検討していきたいと考えております。

③の町民に周知する方法についてでございますが、これまでは毎回広報誌の

掲載や自治会を通じた開催ビラの世帯配布により周知をしており、今回も同様

の手段で周知を行うことに致しております。

④の農林業、商業、工業が一堂に集まる機会に呼びかけできないかというよ

うな趣旨のご質問でございますが、このイベントは先程も申し上げましたよう

に、各関係団体で組織する実行委員会を立ち上げ実施をすることになりますが、

各団体の代表者も参加を致しますので、その際にお互いの積極的な連携につい

ても協議をしてまいりたいと、このように考えております。

⑤のふるさと産業まつりの終了後、反省会を開き次回に活かしているのか尋

ねるということでございますが、イベント終了後には、当然反省会を開催をし

て、その反省点を次回に活かすこと、このようなことは実施を致しております。

これまでも終了後には、実行委員会での準備段階や、当日に生じた運営上の不
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具合や、参加者からの意見についてとりまとめを行いますが、３年に１度の開

催ということもございますので、その反省がうまく機能していないことも考え

られます。そのため、事務レベルでの最初の会議で前回の反省点内容を十分検

討して今後のイベントに活かしていきたいと、このように考えておりますので、

ご理解を賜りたいと存じます。

次に、がんばらんば国体についてのご質問にお答え致します。昨年の山口国

体ホッケー競技少年の部が、岩国市で開催をされましたので、私も会場へ出向

きましたが、多くの皆さんが会場に詰めかけ、大いに盛り上がっておったとこ

ろでございます。また先月、ロンドンオリンピックホッケーの最終予選が行わ

れました岐阜県各務原市では、昨年、リハーサル大会が行われ、ホッケーどこ

ろということで多くの方が来場され、大変盛り上がったようでございます。や

はり、国体が成功するかしないかは地元の盛り上がりが大きく左右されると、

このように思っております。ただ、チーム名しか知らないチームを応援すると

いうことは、大変難しいという、開催された県でも苦慮されておったようでご

ざいます。本町では、今年４月に国体推進室を設置を致しまして、４月２４日

に川棚町実行委員会の設立紹介を開催致しまして、会則を定め５５人の実行委

員を選任、役員の選任、専門委員の選任、顧問、参与、それぞれ選任を致しま

して、国体開催に向けた基本方針、事業計画、予算等を決定をしていただいて

いるところであります。

２４年度の事業計画では、専門委員会を開催して、各専門委員会での準備業

務の推進をお願いすることに致しておりますので、具体的な事項につきまして

は専門委員会で協議して進めることに予定をされているようでございます。こ

れまでにＪＲ川棚駅前広場に大看板を設置をした他、ＰＲ用缶バッジを作成、

今後は横断幕の設置、ホームページの作成、がんば君の着ぐるみを使ったＰＲ

活動などを展開し、気運の醸成に努めてまいりたいと、このように考えており

ますのでご理解を賜りたいと存じます。

次に、三番目の定住促進事業についてお答え致します。

新築住宅及び中古住宅を取得した場合に奨励金の支給ができないかとのご質

問でありますが、これと同様のご質問を１２月定例会でいただきましたが、そ

の折、お答えをした内容と基本的に考え方は変わっておりませんので、ご理解

をいただきたいと存じます。
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本町における定住促進対策につきましては、これまで住環境の整備を中心に

施策を展開し、上下水道事業の整備充実、町営住宅の整備、光ファイバー網の

整備など、ハード面の整備充実に加えまして、保育料の第二子無料化や福祉医

療費の現物給付化に加え、乳幼児のおむつ処理用ごみ袋の無料配布事業に取り

組むなど、ソフト面においてもその充実に努めてきたところでございます。こ

のように総合的な住環境の整備に取り組んできておりまして、その方向性は今

後も継続していくことに致しております。また、地域自治体からの要望に対し

ましても積極的に応え、生活環境の整備をしていきたいと、このように考えて

おります。しかし、ご提言の住宅取得に対する奨励金の交付制度創設につきま

しては、本事業が定住促進となり得る適切な事業であるかどうかにつきまして

は、いささか疑問を持っておりまして、対費用効果が未知数との側面もあるこ

とから、現在は創設の考えは持っておりませんので、ご理解をお願い致します。

続きまして、二つ目の町内の民間賃貸住宅に入居する新婚世帯に対するもの

と、三つ目の町外から町内の民間賃貸住宅へ転居する世帯に対する家賃の一部

補助をできないかということでございますが、本町の住宅供給施策につきまし

ては、安定的な供給という狙いから、町営住宅の整備充実に努めてきておりま

して、その方向性との整合性をいかにして保つか検討すべき課題であると、こ

のように認識を致しております。また、お尋ねの助成制度が、本来の行政サー

ビスではなく、より政策的、補足的なサービスであること、公共性、福祉性や

教育性におきまして、他の補助金や交付金と比較致しますと、それほど高いも

のではなく、行政施策を展開するうえで必要不可欠なものとは言い難いのであ

ります。加えて、公共的なサービスとしては考えられないことから、制度導入

については住民の方々に広く受け入れられる公平性のあるものか、疑問を持っ

ております。

民間賃貸住宅は、約１,０００室ほどあるものと推計致しております。町外

からの転入者の大半は転勤による方々が多く含まれるものと推察も致しており

ます。当補助制度を採用すると致しましても、費用対効果、公益性、公平性な

どの観点から検討すべき課題も多く、現在では導入する考えには至っていない

のが現状でございます。

以上、答弁とさせていただきます。

４ 番 堀 田 ふるさと産業まつりについて、私も長年、そういった実行委員会
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に関わっておりまして、平成２１年度の時も関わっておりましたけども、やは

り天候次第で、このイベントと言いますのは、なかなか来場者の方が少なくな

ったり多くなったりするわけですね。それであの、やはり一つは知名度がちょ

っと町内の方にも、３年という期間がありますので、これをなぜ３年に１遍な

のかですね、伺いたいと思います。

町 長 お答え致します。３年に一度開催をするのが適当だろうと、これ

まで判断されてきたのではないかと、このように思います。以上でございます。

４ 番 堀 田 前はですね、そういう話で３年に１回ということで考えられたん

でしょうけど、やはり周知する方法とすればですね、やはり毎年、あるいは隔

年、一年おきぐらいに計画しても良いんじゃないかと思うんですけど、どうで

しょうか。

町 長 お答え致します。隔年開催してはどうかというようなご質問でご

ざいますが、これにつきましては先程もご答弁致しましたように実行委員会を

立ち上げて取り組むことに致しております。町内の各種団体の方々に参画をし

ていただいて、あるいは各種企業等にも参画をしていただきまして取り組んで

いくわけでございますが、それぞれの企業、あるいは団体等の都合もあるよう

でございますので、現在までは３年に一度が適当であろうということで開催を

されてきたのではないかと思います。今回、そういったご意見もただいまいた

だきましたので、実行委員会でその件についても協議をさせていただきたいと、

このように思います。以上でございます。

４ 番 堀 田 ありがとうございます。それとですね、二番目に入りますけど本

町の特産品を使って川棚町をアピールする。いろいろなものをできないかとい

うことですけど、確かに川棚町のホームページを見ますと特産品枠なるものが

ありまして、小串トマト、長崎和牛、ハウスみかん、いちご、それからグリー

ンアスパラ、玉ねぎ、しゃこ、なまこというふうに記載をされております。本

来なら、川棚町の特産品をアピールするのであれば、旬の時期にアピールする

方が良いんじゃないかと思いますけど、開催時期のことは考えておりませんか。

今、現実は１２月の上旬に行っておられます。本当の川棚の特産品をアピール

するのであれば、やはり旬の時期にした方がいいと考えますけど、町長はどう

思われますか。

町 長 お答え致します。議員がおっしゃるように、当然、旬のものをア
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ピールする方が当然だと思います。ただ開催時期が限られておりまして、例え

ば冬場に開催致しますと特産品のしゃこは生産されておりません。また、夏場

に開催すれば、なまこ等につきましては禁漁期でございますので、そういった

もののアピールができません。非常にこれは難しい問題だと思います。だから

開催時期を定めて、その開催時期にどういったものがアピールできるかという

ことで、最大限の努力をすること以外には方法はないかと思います。以上でご

ざいます。

４ 番 堀 田 ほとんどが実行委員会あたりで協議をされることだろうと思うん

ですけど、今まで見てきておりまして、やはり町民の方に周知する方法が、広

報誌とか、自治会のチラシあたりで周知をされるということでしたけど、やは

り私達が会場におってみて、そういったところに「今日、何のあいよっと」と

いうふうなことが聞かれるわけですね。そうすると、なかなか周知されていな

いんじゃないかと思うわけですね。そうすると関係者はそういったところに行

きますので、やはり良く分かっているわけです。しかしその町民の方は、なか

なか関係じゃない人は、やはりはっきりした周知がされないと分からないわけ

ですね。それでその、本来から言うと、大体体育館、勤労者の体育館の方で開

催をされるわけですけど、やはりその近くにのぼりとか、そういったあってま

すよというふうな大きなのぼりでもあったらいいかと思いますけど、そういっ

たことあたりも実行委員会で話されるだろうと思いますけど、なかなか周知さ

れることが無いわけですね。本来ならば、バルーンでも上げてあってますよと

いうふうなことをアピールした方が良いと思うんですけど、なかなか予算的に

も難しいと思うわけでございます。それでその、やはり出品者も農業者が多い

訳ですので、やはり野菜の出品がなかなか少ないわけですね。今現状で家庭菜

園が結構ブームになっております。そういった中で家庭菜園の栽培者にですね、

そういった出品数を、野菜ですね、そういったものを出品されるような呼びか

けはされるんでしょうか。

町 長 お答えします。今、議員からは周知の方法についてご質問でござ

いますが、例えば今発言がありました会場周辺には、のぼりを立てるというこ

とは、これまでもされてきたのではないかというふうに思います。なお、周知

の方法については事務的なことでございますので、所管する担当課長の方から

答弁をさせますので、よろしくお願いします。
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産業振興課長 お答え致します。周知についてはですね、先程町長が言いました

ように、チラシ、全戸配布ということで考えておりますので、それで十分、町

内には周知できるのではないかと考えております。先程質問がありましたのぼ

り、バルーンについてはですね、のぼりについては産業まつりという感じのの

ぼり、名称が付いているのぼりはありませんが、それに関連するようなのぼり

がありますので、そういったものとか、バルーンについては、予算が限られて

おりますので、実行委員会で検討して実施できるかを決めていきたいと思いま

す。以上です。

４ 番 堀 田 やはりふるさと産業まつりも実行委員会の関係者だけじゃなくて

ですね、町民皆さんが参加されるようなまつりにしてくべきだと思うんですよ。

そうするとやはりそういった家庭菜園の栽培者あたりにも呼びかけて出品を促

すとかですね、企業とか商工とは同じ協議会の中に入っておりますので、そう

いった呼びかけができると思います。そういった中でですね、川棚町の町民皆

さんで何か特産品を作ろうじゃないかという意識を皆さんが持っていただけれ

ば何かできると思うんですよね。しかし現実に今、東彼三町を見てみますと、

彼杵の方はお茶という一つのブランドがあります。波佐見町は陶器というブラ

ンドがあります。じゃ川棚町は、と問われたときに思いつかないわけですね。

その形のあるもの、あるいはすぐ無くなる物を含めて、やはりそういったもの

を創作して、アイディアとかそういったことをですね、町民の皆さんからの要

望あたりがあるわけですね、そうするとやっぱり何か一つそういった祭りでも、

祭りの中で何か川棚町の祭りに行くと何か良い物があるとか、あるいはそうい

ったものができるとか、そういったものがされるわけですね。町民の皆さんに

そういったアイディアあたりを募集をされて、その考えていってもいいんじゃ

ないかと思いますけど、そのへんはどうでしょうか。

町 長 お答え致します。先程の家庭菜園の栽培者に対する呼びかけにつ

きましては、これは担当課長の方から答弁をさせます。

今、質問がありました特産品の件でございますが、波佐見は確かに陶器、彼

杵は確かにお茶ということで特産品があるようでございます。ただ、議員がお

っしゃったように川棚町では特産品が思いつかないというような発言がありま

したけれども、これは一生懸命生産されている農業者あるいは各企業におきま

しては、大変失礼な言い方ではないかと思います。川棚町も農産品におきまし
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ては、トマト、アスパラ、ハウスみかん、長崎和牛、そういったものがあると

思いますし、また海産物におきましては、しゃこ、なまこ、そういったものが

特産品だというふうに私は思っております。また、製造業におかれましては、

長崎日本ハムのハム、あるいはセラミックスの製品、そういったものを挙げれ

ばたくさんあるような気が致しまして、議員の今のご質問については、いささ

か疑問を感じます。以上でございます。

産業振興課長 野菜等の出品についてはですね、出品の方法として、各実行組合

長、農業者が組織するものですけど、そこで出品をお願いしますということで

やっております。家庭菜園についてはですね、そこのとりまとめがなかなかで

きないということがありますので、今までやってきていなかったわけですけど、

今後はそこの方法等を検討して参加できるようなかたちでできないか検討した

いと思います。以上です。

４ 番 堀 田 特産品のあれは、先程申しましたように、特産品は先程言いまし

たように、小串トマト、長崎和牛とか、長崎浪漫工房とか、そういったものは

あります。それはあくまでも、確かに特産品でございます。何かアピールする、

こういったものをもっとアピールしていかなくちゃいけないんだろうと思うん

ですけど、それは各自、そこの生産者団体が一生懸命やってされているわけで

すね、それは私も十分承知を致しております。そういった中で、そういったこ

とを軽視しているわけではありませんので、ご承知おきいただきたいと思いま

す。

そしてですね、その反省会等あたりは、そういった祭りが終わってから反省

会等をしてあるんだろうと思いますけど、やはりあの今年度予算が１２０万円

でございます。本来なら、１２０万円がどういった設定で１２０万円になった

のか、そこのへんは分かりませんけど、過去にもずっと１２０万円ぐらいでき

ているようでございます。そういった中で、予算をある程度強化することで、

もう少し祭りを活性化するようなことはできないか尋ねます。

町 長 予算の１２０万円につきましては、３月定例会の折に新年度予算

として提案をし、ご決定をいただいた内容でございますので、特段現状では考

えておりません。以上でございます。

４ 番 堀 田 それとですね、産業まつりは１２月にあります。先程、協議会の

中でそういった話を開催する方向でするような話をしたんですけど、総合文化
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祭がありますよね１１月に、やはりそういったものと合同でするようなことは

考えておりませんか。

町 長 考えておりません。以上でございます。

４ 番 堀 田 こういったふるさと産業まつりはですね、本町の産業の振興に重

要なまつりでございます。そういった中で、川棚町はイベントとして、春には

くじゃくまつり、夏祭り、それからわいわい祭りと、三つの大きな祭りがござ

います。その中の一つとしてですね、ふるさと産業まつりを位置づけていただ

ければ本当にありがたいと思っておりますので、ご検討をよろしくお願い致し

ます。また、そういった中で本町の産業の振興に重要な祭でございますので、

実行委員会等で様々な工夫がなされ、あるいは努力を重ねてきておりますので、

そういったことで実行委員会の方で、よろしくご検討をしていただきたいと思

います。

次に、がんばらんば国体の件について伺っていきます。これはあの、２年後

の平成２６年度に開会がありますけど、プレ大会が来年あるわけですね。そう

するとやっぱり大会開催要綱あたりを決めてあるんだろうと思いますけど、ま

だ先のことでは務まらないと思うんですね。やはり実行委員会あたりを、一回

設立総会を開催されておりますけど、その中できれいにおもてなしの心と言い

ますかね、お迎えをしなくちゃいけないと思うわけですね。そうすると、県の

要綱とか、そういった中を見てみますと、花でいっぱい町内を飾ろうという話

も出てきているわけですね。そうするとやはり魅力あるまちづくりをすすめて

いくうえでもそういうことは必要だろうと思うんです。そうすると川棚町に来

ていただいた方が、例えば少年男子女子でございますけど、２、３年後には川

棚町で、こういうきれいなところだったということで、また来るという可能性

もあるわけですね。そういった意味で、花いっぱい運動とか、そういったボラ

ンティア活動とか、そういったものをしていくべきだと思うんです。そうする

と花あたりもすぐってはできませんので、やはり予定を組んで種をまかなくち

ゃいけませんので、そういったことはまだ、たぶんこれも協議会の中で話をさ

れるんだろうと思うんですけど、先のことですけど一応、そういったことにつ

いて伺いたいと思います。

町 長 お答え致します。今、議員がおっしゃるように、全国からたくさ

んの選手、お客さんがお見えになりますので、おもてなしの心でお迎えすると
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いうことは、これは当然でございます。今、具体的に花いっぱい運動とかとい

うご提言もありましたけれども、この国体につきましては、副町長が推進室長

を兼ねておりますので、副町長の方から答弁をさせますので、よろしくお願い

致します。

副 町 長 ただいま、堀田議員のご質問の中に、花いっぱい運動というふう

なことがございました。先程、町長が答弁致しましたとおり、来年はプレの実

業団体会を予定しております。それからその後が国体になるわけですけれども、

まだ中央との、協会との協議が、去る６月９日、１０日に中央からみえて協議

をした段階でございまして、協議についても具体的なものは、まだ決まってい

ない、今、打ち合わせの段階でございます。そのようなことで今後、専門部会

を開きながらですね進めてまいりたいというふうに考えおります。ただ、花い

っぱい運動等につきましても、これは現在、県の方が中心に花の植栽関係につ

きましては手配をする段取りになっております。それでも不足が生じる場合は、

町でも対応していくというふうなかたちになろうかと思いますが、そういう具

体的なことにつきましては、今後、県とも協議をしながら、県にも実行委員が

ございますので県の実行委員会の指導の元ですね、町の実行委員会で協議をし

ていくということになっておりますのでご理解をいただきたいというふうに思

います。

４ 番 堀 田 確かに大会要綱、それから県の方針に従っていくんだろうと思い

ますけど、ここにですね長与町の大会開催基本計画というのがあるんですね、

これはもう３月２日に第１回の常任委員会役員会を開催されて、きれいに目的

から内容から広報、歓迎、接待、それから宿泊、医療の方までこと詳しく書い

てあるわけですね。だから本来ならば、もうそういったことをしておかないと

いけない時期じゃないかと思うんですけど、まだ二年先と言えばそうでしょう

けど、やはり早めにいろんなことを立ち上げて、いろんな計画をしていく方が

よろしいんじゃないかと思っております。

それと、もう一つ期間中になるわけですけど、小串郷駅がありますけど、や

はり小串郷駅になると一番近いわけですね、会場まで、そうすると今現実では

快速が停まりません。それでもし期間中に快速が停まるような、町から、ある

いは県の方から、そういった要望ができればですね、大変ありがたいと、こう

思っている訳ですけど、それとそこからシャトルバスあるいは町内の主要なと
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ころから、そういったところまでシャトルバスを運行するような計画はないで

すか。尋ねます。

町 長 開催期間中、小串郷駅に快速を停車するような計画はないかとい

う質問でございますが、これにつきましては実現できれば非常にありがたいこ

とでございますので、今後、県、ＪＲと協議してみたいと思います。以上でご

ざいます。

４ 番 堀 田 それでは最後の定住促進に移らせていただきます。

前回、１２月議会の中で、確かにお願いをしたわけですけど、答弁も前回と

同じような答弁でございました。しかしあの、あれから半年を過ぎまして、波

佐見町が一応そういったことで定住促進事業として最大８５万円の事業を立ち

上げてきたわけですね。そうすると、前年は東彼杵町がそういった事業を立ち

上げております。それで東彼杵町に問い合わせてみますと、１年目は１件もあ

りませんでした。２年目は８件そういうことがありましたということでした。

波佐見町にもそういった新聞記事を見て、そういった効果はどうでしたかと聞

きますと、何件かの問い合わせがありますという話でありました。それもほと

んど行政側からの発案でできております。そういった中で、なぜ隣町ができて

川棚町ができないのか伺いたいと思います。

町 長 お答え致します。定住促進事業、波佐見町ができて、なぜ川棚町

ができないかというご質問でございますが、これにはですね、やっぱりその町

の背景があるのではないかと思います。例えば、波佐見町につきましてはキャ

ノンが進出をしてきまして、各地から、そこに勤務されている方が人口が増え

てきております。そういう中で、川棚町や佐世保市から通勤する人が多いとい

うこともあって、ぜひ町内に住んでいただきたいという、そういった思いから、

そういう事業を立ち上げられたんじゃないかと、このように私は思います。も

し、川棚町でも、そういった事業をする場合には、そういった背景が必要だろ

うと思います。例えば現在、川棚町では企業誘致を一生懸命水面下で努力をし

ておる訳ですが、こういったものが実現致しますと、今、堀田議員が提案され

ているような政策も必要になるのではないかと、こう思います。以上でござい

ます。

４ 番 堀 田 確かに隣町には工業団地等がございます。まぁしかしあの、本町

におきましても、コバレントあたりも大変厳しいような状況でございます。住
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まう人が減ればですね、町の活気もなくなるわけですね。そうすると子どもを

育てやすい環境を作って、若い人達を増やして高齢者を支えていかなければな

らないと思います。人口減少に歯止めをかけて、誰もが住んでみたい、住み続

けたいと思うような、魅力あるまちづくりをお願いして、私の質問と変えます。

議 長 ここで、しばらく休憩を致します。

（…休 憩…）

議 長 休憩前に引き続き会議を開きます。

議 長 次に、久保田和惠議員。

１４番久保田 通告文に従って、三点について尋ねます。

第一に、難聴者福祉について尋ねます。年齢と共に聴覚が衰える老人性難聴

の患者は、全国で７０歳以上の半数、２千万人と推定されます。適正に補聴器

を使っている人は、１０から２０％で、大部分の人が聞こえないままでいます。

両耳の聴力レベルが７０デシベル以上の聴覚損失者は障害者と認定されて、補

聴器や生活支援機器を給付されますが、それに満たない軽度、中度の聴力障害

者は自費購入となります。世界保健機関ＷＨＯは、４０デシベル以上を聞こえ

に不自由を感じている人と位置づけています。日本耳鼻咽喉科学会、全日本難

聴者・中途失聴者団体など、認定基準を低くするように求めています。認定基

準を低くすることにより、早期対応をすることができればコミュニケーション

がとれて、人生をそのまま楽しく継続でき、孤立化を防ぎ認知症予防にもなり、

医療費の削減にもつながります。認定基準を引き下げる考えはないか尋ねます。

二つ目、難聴者用磁気ループシステムの設置についてです。

難聴者は補聴器を使用することによって、聞こえが解決すると思われがちで

すが、無選別にあらゆる音が聞こえて、聞き分けが困難なのも現状としてあり

ます。パネル型磁気ループは受信機が付いていて、補聴器のない人でも利用す

ることができます。役場の窓口での職員との会話も周囲を気にすることなく、

プライバシーも守られて不安なく聞くことが出来る。また講演会など、人が多

く集まる場所には施設にあった機械で、雑音のないきれいな音を聞くことがで

きます。聞こえを解消して快適に人生を送れるように、磁気ループシステムを
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設置する考えはないか尋ねます。

二つ目に、介護保険制度についてです。介護保険利用による住宅改修費の受

領委任方式の採用について尋ねます。

要介護状態の区分に関わらず、在宅で介護する際に備えて、廊下、手すり、

階段、浴室、段差解消、滑り止め防止、トイレなど、比較的小規模の改修を対

象にした助成制度があります。２０万円を上限に、現在は利用者が一旦全部払

った後に、９割が戻ってくるという償還払い方式になっています。高齢者の一

人暮らしや高齢者同士の世帯が増える中で、手続きが簡素で、１割を準備すれ

ばよい受領委任方式を導入する考えはないか尋ねます。

二つ目に、介護保険認定者を税法上の障害者扱いにすべきについて尋ねます。

所得税の確定申告や、町県民税の申告において、身体障害者手帳などが交付

されている方や、常時、寝たきりの方など、市町村長が身体障害者などに準ず

ると認めた場合、６５歳以上の高齢者には、障害者控除が適用されます。自治

体によっては、介護保険の要介護認定、または要支援認定を受けている６５歳

以上の方についても申請に基づき、内容を確認できた方に対しては、障害者控

除の対象としているところがあります。県内では８町のうち、認めていない自

治体は東彼三町です。ぜひ障害者高齢者、認知高齢者に適用すべきと考えます

が、町長の考えを尋ねます。

三点目です。原子力発電について二つの点を尋ねます。

東京電力福島原発は、事故から１５ヶ月以上経っても、原因究明を尽くせな

いほど深刻な状況にあります。事故収束の目途が立たないため、福島県を離れ

る人も後を絶たず、自主避難を含む避難者は１０数万人に上っています。玄海

原発は九州電力が佐賀県玄海町に建設した原子力発電所です。１号機は１９７

５年１０月に運転を始めて、３６年経過しており老朽化しています。とりわけ

７０年代に造られた原発の鋼鉄製原子炉圧力容器は不純物が多く、炉の脆化を

示す脆性遷移温度は７５年当初はマイナス１６度であったものが、２００９年

にはプラス９８度となっており、これは全国一高いもので、極めて危険な状況

にあることを示しています。２号機も稼働以来３０年を経過しており、１号機

と同様に老朽化しています。脆性遷移温度の測定も１９９７年８月以来、１５

年近く行っていません。測定結果が高い値がでることを恐れてのことかとも受

け取れます。昨年、定期検査に入っています。
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３号機でプルサーマルで最近、汚染度の高い一次冷却水漏れが発生しました。

主軸が壊れたとのことでした。これは重大です。一次冷却水には高濃度の放射

線、毒性の強いプルトニウムが含まれています。海水に流れ出し、空気中にも

放出される危険があります。４号機は、昨年１０月４日に事故を起こしました。

通報が遅れたとして糸島市や福岡県が抗議をしました。

玄海原発が福島原発並みの事故を起こせば、周辺３０キロ圏内に住む２５万

人、５０キロ圏内に住む１４０万人の住民に大きな影響を及ぼします。３０キ

ロ圏内には福岡市、唐津市、佐賀市、佐世保市など人口の多い主要自治体が含

まれています。ＪＲ唐津線、佐世保線、長崎本線、大村線も通っています。地

元産業にも大きく影響します。八女茶、嬉野茶、彼杵茶、佐賀牛、長崎牛、ト

マト、いちご、みかん、アスパラガス、魚介類など、農水産業や地場産業にも

大きな影響を及ぼします。福島第一原発事故で分かるように、ひとたび重大事

故が発生し、放射性物質が外部に放出されると、もはやそれを抑える手立てが

存在せず、将来にわたって危害を及ぼす可能性があり、地域社会の存在さえ危

うくします。６月９日、県と松浦市、平戸市、壱岐市、佐世保市は九州電力と

協定書を結びました。私はこの通告文に協定書を締結することが確実となりま

すと書いています。これは通告文を５月３０日に提出したので、そのようにご

了承願いたいと思います。協定書を結びましたが、立地自治体でないという理

由から事前説明となっており、再稼働ありきの協定書としか思えません。川棚

町は３０キロ圏外として、避難先対象区域に指定されていますが、大気中の放

射線物質は遠隔地であっても空間的に広がります。将来の子ども達が、しっか

り生活していける国、土地を残すことが今、生きている人間がやらなければな

らないことです。九州電力と国に対して、再稼働を許さず、廃炉を求める考え

はないか尋ねます。

二つ目です。４月２８日、６９の自治体の市町村長、市長経験者が加入した

脱原発を目指す首長会議が設立されました。この設立総会において二つの決議

がなされています。

一つは、原発の再稼働について地元自治体や住民の合意形成を求める。

二つ目に、新しいエネルギー基本計画で、原発ゼロとなる決定を求める決議

です。住民の命と財産を守る立場の方達が、拙速な再稼働はあってはならない

として立ち上げられたものです。福島第一原発事故の原因究明も安全対策も途
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上なのに、大飯原発の再稼働を強行に推し進める、そしてそれをきっかけに全

国の原発を再稼働しようとしています。非常に危険な流れです。国民、町民の

命を危険にさらすことがあってはなりません。５０キロ圏の西海市は脱原発ゼ

ロを目指す首長会議に参加されています。川棚町も脱原発を目指して積極的に

加盟すべきと考えます。町長の見解を尋ねます。

町 長 久保田議員からは３項目について、ご質問いただきましたので順

次お答えをさせていただきます。

まず第一点目の難聴者の福祉についてでございます。この難聴者の福祉につ

いては、二点、質問をいただきましたので、まず①についてでございますが、

身体障害者障害程度認定につきましては、身体障害者福祉法施行規則において、

聴力レベルに応じて２級から６級まで定められております。近年、全国におい

て軽度、中程度の難聴のある子に対し、自治体が独自に認定基準を引き下げて、

補聴器の購入を支援する動きがあるようでございます。某新聞社の調査では、

長崎県を含まないところで７府県と９指定市が補聴器の購入に対する支援を実

施しているようでございます。ただ、補助額の上限は自治体によってばらつき

があるようです。長崎県内においては、市町独自で認定基準を引き下げて補聴

器購入の支援を実施しているところは、現在のところないようであります。従

いまして、本町独自で基準を引き下げて補聴器の購入に対する支援をする考え

はございません。

②については、まず磁気ループシステムとはどういうものかでありますが、

簡単に説明致しますと、磁気を発生させるアンプにより、発生させた磁気をワ

イヤー等により補聴支援を行いたい場所を囲い、その範囲内で補聴器等を使用

することにより、雑音の少ない音声を聞き取ることができるシステムでありま

す。このシステムは、工事を施して床に埋設する常設型、高度リール、ワイヤ

ー等により、必要部分に配線する移動型、そして簡易型カウンター式があるよ

うで、使い方によってシステムを選択することになります。そこで役場の窓口

や講演会会場へ設置する考えはないかとのご質問でありますが、まず役場の窓

口に設置するとした場合、窓口全体を一括して、エリアを形成しなければなり

ません。そうすると、エリア内には多くの方がいらっしゃいますと、他の窓口

の内容まで音声を広い、そのことがプライバシーが守れないという危険性も考

えられます。しかしながら、簡易型カウンター式であれば、対面での対応とな
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りますので、設置する場所さえ確保できれば設置は可能と判断できます。しか

し窓口には、毎日相当数の来庁者がありますので、各窓口全体に設置すること

は機器を納める場所を確保できないこともありますので、現状では設置する考

えはありません。今後、調査研究してみたいと、このように考えております。

また、講演会場への設置でございますが、このことにつきましても設置効果

は期待できるものと判断できますので、講演会場に関わらず、会議等について

も設置費用等を含め、今後調査研究をしてみたいと考えておりますので、ご理

解をいただきたいと思います。

次に、介護保険制度について二点の質問がありましたので、お答え致します。

①の質問にありました住宅改修とは、保険給付費にかかる介護保険サービス

等の諸費の介護保険サービス等諸費の一つのサービスとして、廊下や階段に手

すりを取り付けるといった工事を伴う改修が対象で、利用者は住宅改修をする

前に町へ事前申請を行い、工事内容の確認を受けてから住宅改修の工事を進め

ることになります。その工事完了後、一旦、費用の全額を業者にお支払いいた

だき、改修後の申請により２０万円を限度として、工事費の９割を居宅介護住

宅改修費ならびに介護予防住宅改修費として申請者に給付を致しております。

ご質問は、その９割分を施工業者に直接、いわゆる受領委任払いとして直接支

払う制度を採用することができないかとのご質問でございますが、そういった

ニーズがあるのか、あるいはまた他市町で実施をされておりますので、施工業

者の事務負担等についても町内のケアマネージャー等の会議の折に協議、検討

をしてみたいと、このように考えております。

次に②の質問の介護保険認定者に障害者控除を適用する考えはないかとのご

質問でございますが、平成２０年６月議会において同様のご質問があり、答弁

を致しております。要介護認定のうち、寝たきりで複雑な介護を要する方につ

きましては、地方税法上の障害者に含まれておりますので、川棚町税条例第３

４条の２より、障害者控除を総所得金額から控除することにされております。

そこで寝たきりで複雑な介護を要するものとして申告があれば、これまでも障

害者控除は実施をしてきたところでございます。また、所得税法施行令第１０

条第１項第７号の規定に基づく、精神または身体に障害のある６５歳以上の者

で、その障害の程度が所得税法施行令第１０条第１項第１号または第３号に掲

げるものに準ずる者として、市町村長の認定を受ける者についても障害者控除
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ができると、このように解されておりまして、これにつきましては、これまで

認定制度が設けられておりませんでしたので、早急に制度を構築したいと考え

ておりますので、ご理解を賜りたいと存じます。

次に三点目の原子力発電についてお答えを致します。

まず①の九州電力と国に対して再稼働を許さず廃炉を求める考えはないかと

いうお尋ねでございますが、まず福島原発の事故により、現在でも多くの皆さ

んが避難生活や移転を余儀なくされておられることに対しまして、心からお見

舞いを申し上げる次第でございます。そこで、①の玄海原発の再稼働に関する

質問についてでありますが、エネルギーの問題につきましては、エネルギー政

策基本法に則り、国が政策を行うべきものであると思っておりまして、議員も

ご承知のように、国においては国民生活あるいは経済の維持発展のために、あ

らゆる視点から、どのような政策が必要なのかを判断されているところであり

ます。町が国や電力会社に対して廃炉を求めるという次元のものではないと、

このように私は理解致しております。

次に②の脱原発を目指す首長会議への参加についてでございますが、この会

議に参加されている団体は、全国１,７１９市町村のうち６４団体となってお

ります。そして現在、原子力発電所がある市町村では、唯一、茨城県東海村が

加入されているようでございます。安全安心なまちづくりという観点から、二

度と福島原発のような事故が起こらないように国にはそういった措置をお願い

したいと思うわけでありますが、この原発の可動につきましては、国民世論を

二分していると言われるように、いろんな考え方があるようでございまして、

今、脱原発を目指す首長会議へ参加する考えはございません。以上、答弁とさ

せていただきます。

１４番久保田 第一点目の再質問を行います。調査研究をしてみたいということ

で言われましたので、再度付け加えていきたいと思います。

７０デシベルということを基準にされて、障害者と認定されているんですけ

れども、地域でも今ふれあいサロンとか、いろんな老人会の催し物があります

が、なかなかそこに出てこられない。あの目的というのは、ひきこもりのお年

寄りの高齢者の方達を作らないということが目的であるというふうに私は認識

しております。なぜそこになかなか出てこられないというのは、なぜだと思わ

れますか。これをまず聞きます。ふれあいサロンとか、老人会がいろんなこと
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を催しますが、あの催し物というのは、ひきこもりの高齢者の方達を出てきて

いただくための催し物で地域ががんばっていらっしゃいます。確かに先程、調

査研究してみたいとおっしゃいましたので、そこで肉付けして、なお調査研究

してもらいたいと思って、私は言っております。そこになかなか出て見えない

というのは、何が原因だと思われますか。あれはひきこもりの高齢者を作らな

いということが目的で実施されていると思うんですけれど、なかなかそこに出

向いてこられない方達がいらっしゃいます。それは何が原因だと思われますか。

町 長 なぜでしょうと言いたいところでございますけれども、まずはや

っぱり足が不自由な方がいらっしゃるとか、今日の質問で関連して耳がちょっ

と聞こえづらいとかあって出席をすれば楽しいでしょうけれども、そういうこ

とがあって、なかなか出かけていけないということもあるのではないかと思わ

れます。

１４番久保田 まさにそのとおりです。そこに出て行って仲間に入りたいと思っ

ても、皆さんの話している内容が聞こえない。だから話に合わせてにこやかに

はしているけれども、皆さんの話は聞こえないということが実態としてありま

す。私は先日ですね、補聴器を調整してくださるところに、売っていらっしゃ

るところにも行ってですね、そこに見えている補聴器を作ろうとしていらっし

ゃる方達のあれに立ち会わせてもらったんですね。そしたらオージオグラムと

いうものを作られるんですけども、これでですね４７．５、４８．７５ですね

両方ですね。それから一方は３０、ものすごく良いですけど、こちらは５３．

７５、これでも聞こえに不自由をされているんですよ。だから国の基準だ、ど

この基準というふうなこともありますが、結局、こういうふうにＷＨＯは別と

しても、日本耳鼻咽喉科学会などもですね、こういうふうにレベルを下げてほ

しいとおっしゃる。そして自治体によっては、下げているところも、独自に下

げているところもある。そしたらば、より一層ですね調査研究が前向きにされ

るようにして取り組んでいただきたいと思います。

二つ目、磁気ループのことですけれども、先日、特定検診がずっとあってお

ります。私もそこに特定検診を受けに参加したんですけれども、結局ですね、

窓口で職員の方達と話をされるんですね。書類に書き込むためにですね、そし

たらですね既往症が待っている人達にみんな聞こえてしまうわけですよ。糖尿

病です、高血圧ですという話の中身が、聞かれて欲しくない、私達も申し訳な
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いなって、聞こえてしまって申し訳ないなっていうような中身が聞こえてしま

う。先程、カウンター全体に取り付けるようなことをおっしゃいましたけれど

も、そうじゃなくて携帯用というか移動式のものでしたら、福祉の窓口とか、

全部じゃなくても高齢者が主に利用する、高齢者の方達とか、そういう弱い立

場の人が利用されるところに、まず設置をしてみるっていうことを考える。そ

れから特定検診の時などにそこで利用する。こういうことをまず試みてもらい

たいと思います。調査研究していきたいということでしたので、これもぜひ前

向きに取り組んでいただきたいと思っております。

次に、二点目です。住宅改修の受領委任方式を取り扱うことにはならないか

という回答で、ケアマネージャーさんと一緒になって取り組んでいくことも考

えていきたいという答弁だったと思いますけども、こないだ行政側からいただ

いた資料の中で、２３年８月に行われた住民意識調査結果報告書、これを見ま

すとですね、６５歳以上の高齢者の中で一般高齢者の方で配偶者と同居してい

る人が７１．７％、一人暮らしの方が１６．１％、また要介護認定者で配偶者

との同居が３６．３％、一人暮らしは１２％となっています。この高齢者にな

ったらですね、私ももう老眼になったりしたら読んだり書いたりすることが大

変な努力が必要です。家族がですね、若い家族がいれば書類の作成も楽になる

んでしょうけども、こういうふうに高齢者同士、それから一人暮らし、そうい

う人達にとってですね、書類の申請というのは大変な作業だと思います。その

上で、この受領委任方式を取り入れて、一割を用意すれば、まぁ２０万円の限

度額で２万円を用意すれば介護度を引き下げることができる、そういうふうに

は思われませんでしょうか。

町 長 ちょっと質問の意味がよく分からなかったですけど、前段の分に

つきましては、ご意見として承っておきたいと思います。

それから今質問がありました介護保険制度についてでございますが、やはり

手続きを簡素化することは当然の私どもの努めだと、このように認識を致して

おります。ただあの、受領委任払いを致しましても、きちんとした手続きはと

っていただかなければいけませんので、手続きの簡素化ということにはならな

いような気が致しますけれども、と思います。

１４番久保田 この受領委任払いの方式になればですね、業者さんがいろんな講

習を受けてですね、そういう書類の手続きとか、いろんなことを勉強されるわ
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けですね。そしてまず、何よりもですね１割を用意すれば良い、２０万円用意

するのと２万円だけ、１割だけ用意すればいい、それからオーバーした分は確

かに個人の持ち出しになりますが、１割だけ用意すれば良いということで、利

用者さんの負担というのは軽くなると思いませんか。

町 長 今、ご質問がありましたように、受領委任払いに致しますと、そ

の１割だけを負担すればいいわけです。いわゆる全額を一時的に支出をする必

要がなくなりますので、そういう意味では負担の軽減にはつながると思います。

ただ、先程言いましたように手続きについては、きちんとしていただく必要が

ありますので、そのための受領委任払いの方式を採用するということではない

というふうに考えます。以上でございます。

１４番久保田 受領委任払いを導入する考えはないとおっしゃいましたけども、

先程、ケアマネージャーさんとの会議の折に検討していきたいという答弁もい

ただいておりますので、ここで立ち止まるわけにいきませんので、ぜひケアマ

ネージャーさんの話を良く聞かれてですね、現状を聞かれて、そして検討をし

ていただきたいというふうに思います。

介護保険認定者を税法上の障害者扱いにすべきではないかということでです

ね、この社会福祉協議会というのが長崎県の中にあるんですけども、この福祉

医療施設の施策とアンケートという中でですね、障害者手帳控除者以外の障害

者控除を適用していない町に川棚、彼杵、波佐見の３つが上がっております。

長与と時津と小値賀、佐々、新上五島町は、これを導入しております。採用さ

れております。そこでですね、被該当者は別と致しまして、障害者の所得税、

それから市民税、これを控除できる２７万円、それから２６万円の税の控除を

することができますということと中にですね、障害高齢者と認定高齢者の基準

がですね、Ａの１、Ａの２、それから認知度の２のＡ、２のＢというのがある

んですけども、このＡの基準はですね、食事、排泄、着替えに関しておおむね

自分で行うなど、屋内の生活はおおむね自立しているが、近所への外出には介

助が必要な状況、それから日中も寝たきり、寝たり起きたりの状況である。そ

れから認知度の２の状況は、度々道に迷う、金銭の管理にミスが目立つ、服薬

管理、電話の応対ができない、一人で留守番ができない、こういうふうになっ

ているんですが、これらの状態は健常者と思われますか、障害があると思われ

ますか。
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町 長 お答え致します。まずあの、先程の質問に対しまして、受領委任

払いを考えていないというような町長が答弁したと、こうおっしゃいましたけ

ど、実はそうじゃございませんで、これにつきましては他町にも例があります

ので、前向きに検討してみたいと、そういった趣旨の発言をしたと思いますけ

ど、そのようにご理解をいただきたいと思います。

それから今の障害者控除の件につきましてですが、これにつきましても先程

答弁致しましたように、所得税法施行令等々で定められております。そこで、

答弁と致しましては、認定制度を川棚町では設けられておりませんでしたので、

その制度を早急に構築をして、そして今後、その控除をされるような制度にし

ていきたいと、こう申し上げたところでございます。ただですね、他町におい

てもそういった制度が設けられておりますけれども、基本的には、あくまでも

寝たきり状態であることというのが、この法律の中には定められておりますの

で、今後、他町の例を見ながら、参考にしながら、制度を構築していきたいと

いうふうに考えているところでございます。これまでそういった税条例では控

除ができる条文になっておりましたけれども、税側と致しましては、あくまで

も申告主義を採用しておりまして、それといわゆる福祉行政との縦割り行政が

若干、こういった状況を生んでいたのかなという感じも致しております。そこ

で、双方、十分協議をしてそういった議員がおっしゃるような制度を構築して

いきたいと、このように考えておりますのでご理解を頂きたいと思います。以

上でございます。

１４番久保田 今、実施しています新上五島町の基準がですね、介護の１から５

の人、要支援の人達もＡ以上とかですね、認知度の２以上とかいうふうになっ

ておりますので、ぜひそういう他町のことも聞きながらですね、前向きに控除

されるようにしていただきたいと思います。そしたら３番目に移ります。

九州電力玄海原発についてですけども、今あの、国と九電に対しては廃炉を

言うべきものではないというふうにおっしゃいました。大変、残念な回答だと、

答弁だと思っております。３０キロ圏内、ここが５０キロ圏内ですけども、風

向きによってはですね、佐世保まで１時間ぐらいで放射性物質が飛んできます。

もし、福島並の事故が起きた場合ですね、そしたらこちらに松浦の人達が逃げ

てこようにも、来るときにはもう放射性物質を追っかけてくるようなかたちに

なってしまうわけです。そして川棚町の人達も、５０キロ圏内で、安心して住
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めるとは思わないと思います。現に飯舘村は４０キロ圏内ですよ。だけどもあ

そこの町には住めないという結論が出されているんですよね。今まで玄海原発

が何をやってきたかと言えば、やらせのメールであったり、それからストレス

テストでもですね、三菱重工が原子炉を造ってるんですけども、ストレステス

トも三菱重工がやってるんですよね。これで信頼できると思われますか。その

やらせメールも含めてです。安心できますか、その国とか九州電力に言う考え

はないということですので、そこのことを聞きます。

町 長 お答え致します。ただいまの質問につきましては、個人的にはい

ろいろ私も思いがございます。ただ、町長と致しましては、そういった質問に

はお答えを致しません。先程ですね、冒頭に答弁を致しましたように、このエ

ネルギー政策というのは国の政策だというふうに、私は理解しております。そ

れは平成１４年にエネルギー政策基本法が定められたことは議員もご承知のこ

とかと思います。その法律によりまして現在、そういった政策が進められてい

るわけでございまして、この法律の目的にはですね、エネルギーが国民生活の

安定向上、ならびに国民経済の維持及び発展に欠かすことのできないものであ

るとともに、その利用が地域及び地球の環境に大きな影響を及ぼすことに鑑み、

エネルギーの需給に関する施策に関し基本方針を定め、地域及び地球の環境保

全に寄与するとともに、我が国及び世界の経済社会の持続的な発展に貢献する

ことを目的とする、このようなことで法律が制定をされております。その法律

の中に、国の責務が定められておりまして、エネルギーの需給に関する施策に

ついての基本方針に則り、施策を展開しなさいという条文がございます。した

がって、この法律に基づいて、このエネルギー政策については国が勧められて

いるものと、まずは理解致します。そして同法律において、当然、地方公共団

体の役割も明記をされております。第６条でございますけれども、地方公共団

体は、基本方針に則り、エネルギーの受給に関し国の施策に準じて施策を講じ

るとともに、その区域の実情に応じた施策を策定し、及び実施する責務を有す

るということで、国に準じてということが明確に記されているわけでございま

す。そういったことを根拠にして、この問題は国の方で解決をしていただくと

いうことを申し上げたところでございます。以上、答弁とさせていただきます。

１４番久保田 ではですね、この６月の１４日でしたかね、県漁連の総会があっ

ておりますが、ご存知ですよね。この中で、長崎の漁業者の方達が玄海原発周
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辺の海域でも安心して操業したい。この川上組合長は、国が原発の再稼働を採

択しようとしている現状だが、漁業界としては真っ向から反対していくとおっ

しゃっています。そしてその県漁連の川端勲会長は、長崎は原爆もあったし米

国の、アメリカの水爆実験で被ばくしたマグロ漁船の第５福竜丸の事故も大き

い。福島も、隣の茨城も漁業者が泣いている。これは、この方達は国の政策に

真っ向から反対していっても、反対の立場を貫くという考えです。川棚町住民

１万４,８５０人でしたかね、４月の時点で８４８人でした。この住民の人達、

それから将来生まれて来るであろう川棚町の子ども達、川棚町の将来を担う子

ども達、この子ども達にとってですね、町として町長のとるべき態度は、国や

原子力、九州電力に廃炉を求めないと、国の法律、施策に準ずるのみだと、だ

けど昭和３９年の原子力委員会の中にはですね、過去にも、これからも地震と

か、そういうことが起こるところには造ってはならない。それから放射能物質

を外に漏らしてはならない、こういう基準もあるわけですよ。だけども福島原

発のような、想定外という、想定外はもうありません。それから安全神話も崩

れてしまった、そういう中で町長がこのような態度じゃなくてですね、きちん

と言うべきじゃないですか。しかもですよ、その立地自治体じゃないからいっ

て、その協定書の中身がですよ、事前説明ですよ。佐賀県は事前了解です。こ

れは了解をしなければいいわけです、できないわけですから。説明だったらば

説明しましたよということで再稼働もできるんだと思うんですね。そういうふ

うにもっと強い立場で国と九州電力に立ち向かう気持ちはあられませんか。

町 長 先程も言いましたように、町長の立場としてそういった行動をと

る考えは持っておりません。先程あの、ご質問の中では例えば漁業協同組合が

反対を表明をされたと、それはその方達の立場、立場でやっぱりいろんな考え

方があるのではないかと思います。そういうことで、川棚町民の皆様方も賛成、

反対、いろんな意見があろうかと思いますので、そういった集約ができていな

い現状の中で、私は個人的に、公人的な思いで、そういうふうな行動を取ると

いうことはいかがなものかというふうに考えております。ただあの、これは参

考のためになんですけど、数ヶ月前に、あるアンケート用紙が送られてまいり

ました。首長自身に答えて下さいということで来たわけでございますけれども、

そのアンケート調査の内容はですね、全国全ての原子力発電所について、今後、

どのようにすべきだとお考えですかと、該当するものに一つ丸を付けて下さい
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と、こういったアンケート調査でありました。Ａ、即時に廃炉すべき、Ｂ、新

規の増設は認めず、２０１２年３月１１日を起点として１０年以内に廃炉にす

べき、Ｃ、新規の増設は認めず、１０年以降、政府が決めた寿命４０年の間で

廃炉にすべき、Ｄ、今後も原発は存続、新規の増設も認めるべき、Ｅ、上記以

外ということで、どれかに一つ丸を付けてということで調査がありました。

実は私は、Ｃの新規の増設は認めず、１０年以降、政府が決めた寿命４０年

の間で廃炉にすべきと、このような回答を致しました。これは公表をされてお

ります。なぜそのように回答したかと言いますと、これは私の主観で回答して

良いというような話でございましたので回答したわけですが、これも一つには

国の政策というのがございまして、４０年が原発の耐用年数だというふうに国

は定められております。そこで、４０年で廃炉にすべきだろうと、ただしその

間、原子力エネルギーに代わるものが開発されるべきではないかと、このよう

な条件付きで回答をしたところでございます。人間の力で制御できない、いわ

ゆる放射能、こういったものに脅かされる生活は、やはり議員がおっしゃるよ

うに私も好んでおりません。以上でございます。

１４番久保田 Ｃの新規、それが１０年以降、４０年で廃炉だけど、政府は４０

年を崩そうとしていますよね。政府の言うことを国民が信用していないわけで

すよ。こういうふうに世論の５割超は反対、それから節電も原子力と引き替え

て、天秤にかけるべきでもないし、国民は節電もがまんできると言っているん

です。それだけみんな、原子力に対しては過敏になっているわけですよ。１万

４,８００人を超える住民の方達の命と子どもを守るためにもですね、ぜひこ

ういうふうな立場に立ってもらいたい。それからですね、その首長会議にも、

脱原発首長会議にも入らないという後ろ向きですけども、核廃絶の平和委員会

には入っていらっしゃるんですよね、だからですね核と原子力、原発はですね、

原発の爆発事故の方がよっぽど危ないんですよ。そのプルトニウムは広島原爆

の、原子力プルトニウム型よりも何百倍という毒性があると言っているんです

から。

議 長 質問は簡明に。

１４番久保田 はい。ぜひですね、加入をすべきだと思います。しませんか。

町 長 核兵器と原子力発電所は、その目的が違うんじゃないですか。同

様に取り扱うこと自体が私は疑問に感じます。まったく違う性質のものだと思
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います。

１４番久保田 核兵器廃絶は長崎県の原爆県だということで入られたと思いま

す。原子力発電も玄海原発から、たった５０キロしか離れていない。放射能は

どこに飛ぶか分からない。今でも福島の住民の人達は１６万帰ってきていない。

こういう人達の痛みが分かるならば、私は町長に対して、もっと積極的に国と

ですね、九州電力に再稼働を許さない、廃炉を求めるべきとして、私の質問を

終わらせていただきます。以上です。

議 長 ここで、しばらく休憩を致します。

（…休 憩…）

議 長 休憩前に引き続き会議を開きます。

議 長 次に、福田徹議員。

３ 番 福 田 町長に川棚町の活性化対策について質問を行います。

川棚町が近年抱える課題の中で、最優先事項は活性化ではないでしょうか。

先月、５月１４日から１８日までの間、開催しました議会報告会での町民から

の要望の中でも、町の活性化を求めることが多くありました。町が活性化する

ことによって、人口減少や少子化など、町が抱える大くの課題も解決していく

のではないでしょうか。これまで多くの一般質問でも取り上げられてきた課題

ではありますが、町長からは消極的な回答ではなかったかと思います。

そこで、平成２２年度４億６千万円をかけ、川棚町の全域に光ファイバー回

線網を整備し、昨年４月から利用が開始されました。これからは、このインタ

ーネット高速通信網を生かした方策をとっていくべきと思い、以下の質問を行

います。

一番目に、高速通信網の運営開始から１年が経ちました。当初の計画どおり

加入者数は増加しているのか、現在の利用状況を尋ねます。そして、通信網整

備の効果をどう捉えているのか、町民の反応はどうであったのか尋ねます。

二番目に、通信網整備にあたっての計画を説明されたときには、町外からの

転入者や企業の誘致に効果があるとされていましたが、通信網が整備された利

便性を企業誘致活動に活かしているのかお尋ねします。
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三番目に、高速通信網を生かした企業誘致活動の例として、サテライトオフ

ィスの誘致例があります。このサテライトオフィスというのは、働き方が多様

化する中、オフィスも進化しており、テレすなわち離れたところと、ワーク、

働くという意味から使われるテレワークの中の一つです。都市企業は、校外に

サテライトを、地方企業は都心部にサテライトを置くというものです。東日本

大震災以降、危機管理の一環として首都圏の企業が、本社機能の一部を地方へ

移転させる動きもあるそうです。例え少人数のスモールオフィスであっても、

数が増えれば効果は増し、大きなものとなると思います。まず、川棚町でも熱

心に取り組むことで話題性も生まれ、そうするうちに評判となれば呼び水とな

り、多くの企業の進出が期待できるのではないかと思います。

そこで、コミュニティビジネスの支援に力を入れている先進地として、徳島

県の神山町を参考にされてはいかがでしょうか。神山町は徳島県の中央部に位

置し、面積は１７３．３１平方キロメートル、本町の約４．６倍です。総面積

の内、約８２％が急傾斜地の山林だそうです。人口は昭和３０年頃２万人を超

えていたそうですが、現在６,３３７人です。過疎化や高齢化に歯止めがかか

ればという思いで、事業に取り組まれて、事業の効果に期待されておられると

いうことです。具体的には、都会を離れ、自然豊かな田舎町で働くことでスト

レスを解消し、リラックスした中、社員の能力を発揮してもらうため、都会の

ＩＴ企業のサテライトオフィスを、今は使われていない古民家へ入居してもら

うというものです。効果は、企業ばかりでなく、地元の人と企業の社員との交

流も生まれ、お互いが刺激を受けたり癒されたりするなど、交流が生まれてい

るようです。徳島県の地域情報化の島田さんの言葉によりますと、このプロジ

ェクトは人の誘致、人の流れを呼び込むことで地域活性化を目指しています。

結果として、現地、地元での人材を採用するという動きも出ているということ

です。地域活性化のメリットを話されておられます。本町でも一つの例として、

参考にできないかお尋ねをします。

四番目に、企業誘致を促進するためには、建物や土地、用地などの受け皿が

必要です。本町の企業誘致には、川棚町企業立地推進本部を設置して取り組ん

でおられますが、川棚町工場設置特例特別賞例措置に関する規則は、大規模な

進出や増築を想定してのものです。そこで、小規模なものを対象としたものが

必要だと考えます。つまり個人向けの対応が求められると考えております。
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先程の堀田議員の一般質問では定住化促進事業についての質問がありまし

た。似たような質問ではありますが、企業誘致の観点、つまり定住化の前段の

一つとして企業誘致策としての質問を行います。

サテライトオフィスやスモールオフィスの誘致は、空き家、空き店舗、さら

に従業員の住まいも必要となってきます。そこで小規模な土地や空き家などの

提供者に対する優遇策や、進出企業でも小規模なものにも優遇制度が考えられ

ないか尋ねます。

最後に五番目、企業誘致のためには、川棚町の良さをアピールしなくてはな

りません。まず本町の穏やかな気候風土や自然環境のすばらしさが挙げられま

すが、現実には住みやすさが一番ではないでしょうか。そのためには、生活の

利便性や安全安心なまちづくりのもと、町道の整備や、町中心部の駐車場確保

をはじめとした環境整備も必要となります。住みやすいまちづくりの結果とし

て、定住化も進み、町が活性化し、人口の減少の歯止めにつながるのではない

でしょうか。町長の考えを尋ねます。以上です。

町 長 福田議員の川棚町の活性化対策についての質問にお答え致しま

す。

ただいま議員からは、活性化についての５項目にわたっての質問、あるいは

ご提言をいただきましたので、順次お答えをしてまいります。

まず、川棚町の活性化につきましては、行政を推進するうえで一番重要な課

題の一つだというふうに認識を致しまして、いろんな施策の中で活性化を図っ

ているところでございます。ただ今議員からは、これまでの一般質問では、消

極的な答弁だったというふうな発言がありましたが、いささか理解されていな

いようでございまして残念でございます。

まず、一番目の高速通信網の利用状況及び効果についての質問でございます

が、光ブロードバンドの利用状況につきましては、平成２４年５月末現在のフ

レッツ光の利用者が１,８７３件、ＡＤＳＬ利用者が６２６件、合計２,４９９

件となっております。これに対し、光ブロードバンド敷設時、光フレッツ供用

開始時の平成２２年１２月現在のＡＤＳＬ利用者が２,０１６件でありました

ので、４８３件の増加となっております。高速通信網の効果をどう捉えている

かとのお尋ねでございますが、高速通信網の利用における効果につきましては、

個別利用の頻度や、やりとりする情報量、パソコン等の能力等によりまして異



- 33 -

なってまいりますが、利用者の利用における効果までは、そういったことから

把握できてはおりません。なお、高速通信網の環境整備につきましては、これ

まで要望の声が多く挙がったことが実現された訳でございますので、そのこと

や、そのサービスが町内全域に、くまなく提供される環境となり、公平性が保

たれている効果と、町のイメージアップにつながっているものと、このように

感じているところでございます。

②番目の企業誘致活動に生かしているのかというご質問でございますが、県

の産業振興財団との情報の共有を行い、現在、誘致活動中でありますけれども、

企業誘致の冊子を策定しておりまして、その中のインフラ整備の項目の中で、

本町は全町、光ブロードバンド高速通信ネットワークが整備済であるというよ

うな情報を提供しておりまして、重要なセールスポイントであると、このよう

に認識を致しております。

③では、徳島県神山町のサテライトオフィスの例を参考に企業誘致ができな

いかご質問がございましたけれども、徳島県神山町の場合は、徳島県が限界集

落対策のためにサテライトオフィスの設置を進めている背景があり、いわゆる

企業誘致というより、過疎化、高齢化対策など、地域活性化としての側面が強

いように思います。この限界集落というのは、人口の５０％以上を６５歳以上

の高齢者が占める、そういった集落の方を指しているようでございます。一般

的な企業誘致を考えるときには、現在本町で推進しているものとして、一定以

上の雇用が見込め、固定資産税の確保につながる資本投資が見込まれる製造業

を考えて企業誘致を行っており、その実現に向けた誘致活動、助成制度を整備

しているところであります。この神山町の例のようなサテライトオフィスの誘

致が雇用の創出や人口流入等の経済的な効果や、さらにこの活動が本格的な企

業進出の呼び水となるのかなど、本町に対して効果があるものかは、今後研究

をしてみたいと、このように思います。

また、高速通信ネットワークが整備されている環境にある本町と致しまして

は、製造業の誘致ばかりでなく、五島市や壱岐市で誘致が進んでいるコールセ

ンターなど、膨大な情報量を扱う企業誘致の可能性も考えられますので、今後

は、その方面につきましても努力していきたいと考えております。

次に④の誘致促進のための優遇策は考えられないかということで、誘致企業

のために土地や建物を提供したものに対する何らかの助成など、優遇策は考え
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ておりませんが、進出企業の小規模案件には、ある一定の基準を決め、企業誘

致の促進のために優遇策を現在考えているところであります。現在の企業誘致

に対する町の優遇制度は、１万平方メートル以上の土地取得要件、工場生産設

備投資額が５億円以上、そして雇用人数が５０人以上、このような案件で定め

られておりますが、本町の工場適地から要件的に厳しい面もございますので、

本町の工場用地に適用した小規模の進出企業にも対応できる制度を現在考えて

いるところでございます。

④の企業誘致のためには、生活の利便性や安全安心のまちづくり、町道や駐

車場の整備が必要ではないかと、こういったご提言でございますが、当然、将

来的なまちづくりの観点から企業誘致による雇用の確保、それによる定住人口

の増加が安定的な町の運営、活性化につながるものと考えられます。企業誘致

を図る為には、固定資産税の減免などの優遇策はもちろんでございますが、誘

致企業の社員が暮らしやすいように町内の住環境整備も必要と認識を致してお

ります。本町の企業誘致には、工場用地の関係からも、自ずと限界があります

ので、波佐見、東彼杵町で企業誘致が実現しているので、その従業員に本町に

住んでもらうための施策も当然必要であると、このように認識致しております。

住環境の整備は、企業誘致にも人口減少を食い止めるためにも一つの大きな

ポイントだと考えますので、今後も居住するにあたって、他市町村以上の魅力

ある町にするためにも、さらに環境整備、福祉等の充実、そして安全安心のま

ちづくりを推進していく考えでございます。以上、答弁とさせていただきます。

３ 番 福 田 インターネット接続の数が、光の方に替えられておるということ

で、そういう進み具合がどうなのか、計画どおりなのかということについては

どうなんでしょうか。

町 長 ただいまの質問については、担当課長の方から答えさせていただ

きます。

企画財政課長 ただいまのご質問についてお答え致します。まず、当初補助事業

により、この光高速通信網の整備を図ったわけですが、その折には３千戸の加

入の見合いというかたちでの実施をしておるところでございます。その点で申

しますと、まだまだ十分ではない状況でありますが、町内でどこででも光高速

通信網が利用できる対応はできたと思っておりますが、この利用については、

まだまだ進んでいないという向きもあります。これについては、利用料金、ま
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た個人の個別のパソコンに対する利用の仕方等によるところが多分にありまし

て、この件数の増加に努めてまいりたいと思っておるところです。以上です。

３ 番 福 田 増加しているというのは分かっているんです。目標値が３,００

０、ただその推移ですね、一年、二年、三年、何年後あたりに目標値の３,０

００戸にいくのかというのが出ていたと思いますけど、そこらへんの伸び率と

して町としては予定どおりにいっているという認識なのかをお聞きしたいんで

すけど。

町 長 担当課長から答えさせていただきます。

企画財政課長 件数的にはですね、個別に年度の計画というのは個別には立てて

おりませんでしたが、やはり補助制度を活用しての実施となりますと、３年程

度での利用件数というところからすれば鈍いということで判断をしておるとこ

ろです。

３ 番 福 田 本町に通信網が整備されたということで、企業誘致に生かしてい

るかという質問に対して、県との企業誘致活動の中で、県が発行している冊子

かと思うんですけど、その中で本町が整備済だということで表記してあるとい

うことでしたけれども、本町が独自に例えて言いますと、本町のホームページ

上でそういうふうなことを大きく、全面と言いますか、本町のホームページ上

でアピールしていくべきじゃないかと思うんですよね。これは全国、そういう

活動で整備は進んでいっているんですけど、やっぱり本町が早めに手を挙げて

やったんだということを、先にアピールしていくことが大事じゃないかなと思

います。そこらへんはどうでしょうか。

町 長 お答えします。今あの、議員から質問がありました高速通信網の

整備については、すでに完了しているということについて、ホームページでＰ

Ｒすべきではないかということについてでございますが、先程、答弁をした中

で、県とのパンフレットの中では、そういったことをＰＲをしておりますけれ

ども、ホームページではまだ掲載をしていないようでございますので、早急に

そういった対応をしていきたいと、このように考えております。以上でござい

ます。

３ 番 福 田 三番目の質問の中で、徳島県の例を挙げましたけれども、徳島県

の例は県を挙げてのそういう補助と言いますか、取組だということで、過疎対

策があるんだということでしたけれども、そういう事業がなくてもですね、本
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町でできる範囲で、商店街の空き店舗対策とか、そういった面も考えて何かで

きないだろうかということですけど、これは国とか県の補助がないと取り組め

ないような案件でしょうか。

町 長 お答え致します。サテライトオフィスの誘致につきましては、国

とか県の補助が無くても取り組むことは可能であると、このように思います。

先程も答弁致しましたように、この事業は限界集落対策として徳島県では取

り組まれているようでございますけれども、本町に対して、そういった対策が

有効な手段であるか、先程も言いましたように調査研究をしてみたいと、この

ように思います。それ以外にも、先程言いましたように五島市や壱岐市ではコ

ールセンターの誘致が成功しておりますので、そういった方面にも今後、力を

入れたいと思いますので、ご理解をいただきたいと思います。以上でございま

す。

３ 番 福 田 生産業だけでなく、そういうふうなコールセンター等のことにつ

いても研究をして取り組んでいきたいということですけれど、もう少し具体的

な取り組み方というのは、どういうふうなことを検討されているのか、方針だ

けでもお聞きしたいと思います。

町 長 川棚町では、この企業誘致につきましては、企業立地推進本部を

立ち上げて、そこで縷々研究を致しております。その中で、先程も質問があっ

ておりました川棚町の場合は、大規模工場適地はありませんので、当然、企業

を誘致をする場合には、小規模の面積での誘致になろうかと思います。現在で

は、先程答弁致しましたように、小規模の企業誘致ということにつきましては

優遇策を制定しておりませんので、今その企業立地推進本部の中で縷々検討を

しているところでございます。そういう中で、今質問がありましたようなコー

ルセンター等々についても今後協議を、研究をしていきたいと、このように考

えております。

３ 番 福 田 小規模なものについても研究を進めるということですので、ぜひ

取り組んでいただきたいと思います。

最後の方で、本町としては企業誘致もそうですけど、近隣にできている企業

等の社員の方々、家族等も含めてですね、そういった方々に住んでいただくと

いう方向性も一つ示されました。そのためには他町よりすぐれた点、本町の住

みやすさをアピールしていく、魅力をアピールして、アピールできるようなま
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ちづくりに取り組んでいくというふうにおっしゃられました。

ぜひ、そういうふうな町長の方針をですね、情熱を示したような、例えばホ

ームページ上で町長の最初にあります、町長のページですか、そういったとこ

ろでもアピールしていただければと思いますがどうでしょうか。

町 長 お答え致します。本町のホームページのトップには、町長の挨拶

というのがありまして、私が挨拶文を計上致しております。それを読む度に、

あまり代わり映えがしないので、随時、更新をしていきたいと、そういう思い

は十分にございます。ただいまご提言をいただきましたので、ぜひそういった

趣旨の、いわゆる挨拶文も今後計上していきたいと考えておりますので、ご理

解を賜りたく存じます。以上でございます。

３ 番 福 田 終わります。

議 長 次に、山口隆議員。

１ ５ 番 山 口 川棚川の堤防を活用したウォーキングコースの整備について、通

告文に従いまして質問を致します。

自らの健康管理や老後の体力維持などを目的とし、手軽に取り組める運動と

してウォーキングをされている方を多数見かけます。本町では大崎半島の遊歩

道以外にウォーキングコースとして整備された箇所はほとんどないのが現状で

ございます。東部地区の川棚川堤防は、車の通行も少なくウォーキングに適し

た箇所が数多くありますが、それが十分に整備されていないのが現状であろう

と考えられます。しかし、多くの方が、川棚川堤防ならびに石木川堤防沿いの

道路をウォーキングされております。隣町の波佐見町には、河川沿いに快適な

遊歩道が整備されており、わざわざ川棚町からもでかけられてウォーキングを

されておられます。本町でも町民の健康管理や、老後の体力維持のために快適

なウォーキングコースの整備が必要と考えられる。以下の二点について尋ねる。

まず一点目です。現在の川棚川堤防は周囲に雑草、竹が生い茂っている箇所

が多いわけです。その雑草を刈り、花木などを植栽し、なごみと癒しを与える

ようなウォーキングコースの整備をする考えはないか尋ねる。

二点目です。平成２２年度から県営事業として、川棚川ふるさと輝くみんな

の水辺づくり事業、非常に長ったらしい名前でございますが、これによりまし

て山道橋下流及び麻生瀬橋から倉本橋の間で、中州の整備、これは親水ゾーン
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でございます。そして飛び石の設置ならびに河川敷に遊歩道などの整備工事が

施工中でございます。この事業の成果をウォーキングコースに取り入れ、整備

をしていく考えはないか尋ねます。以上でございます。

町 長 それでは山口議員の川棚川の堤防を活用したウォーキングコース

の整備についての質問にお答え致します。

まず①についてでございますが、川棚川は２級河川でありまして、長崎県が

管理者となっております。しかし、県道、町道に利用している道路兼用護岸に

つきましては、道路管理者が通行に支障があると判断された場合は、雑草や竹

などは必要に応じて伐採することと致しております。そこで、議員ご指摘の雑

草や竹などは、ほとんどは計画高水位上の余裕高部分に生い茂っておりまして、

河川管理者に確認を致しましたところ、流水に支障がないものは刈り取りはし

ていないとの返答で、実質の刈り取りは隣接する地権者や、地域ボランティア

で行われているのが現状であります。また、花木の植栽については、河川護岸

の構造、または管理上から判断されますが、基本的には植栽はできないとのこ

とであります。そしてこの川棚川は、県道、町道として利用している区間や、

河川堤防敷きがない区間も一部ありますが、河川管理用道路のある区間は転落

防止柵の設置とコンクリート舗装をしており、現在、自由にウォーキングなど

に活用されているところであります。このような中、ウォーキングコースとし

て整備するには、何より安全対策が必要でありますが、現状では川棚川沿いの

県道、町道には歩道設置場所が幅員的にできないことや、管理用道路がない区

間等があることなどから、利用者の安全対策が取れませんので、専用のウォー

キングコースとして整備する考えはありません。

次に②の県営事業の整備の成果をウォーキングコースに取り入れ、整備をし

ていく考えはないかについてお答え致します。

この事業は、議員もただいまおっしゃったように、学童や住民が河川に親し

みを持っていただけるよう、２箇所で河道内に水辺づくりの親水公園的な整備

が行われております。合わせて昇降通路、階段、または施設間の散策路も同時

に整備がされておりますが、昇降通路、階段は既存の県道、町道と河川管理用

道路に接続されており、現状の道路から利用できますので、新たにウォーキン

グコースに取り入れての整備は考えておりませんので、ご理解をいただきたい

と思います。以上、答弁とさせていただきます。
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１ ５ 番 山 口 隣町の波佐見町と比較するわけではございませんが、波佐見町に

は梅高野から田ノ頭までですね、いわゆる桜づつみロードというかたちで、桜

並木、それからツツジの植栽、こういった植え込み、そしてまた距離表示がし

てございます。それで本当にウォーキングをしたいという気持ちにさせられる

コースであろうと、そしたら同じ川棚川でございます。波佐見町も川棚、そし

て周辺の状況も川棚も波佐見も全く変わりません。ほぼ水田地帯でございます。

そういうふうな状況の中でですね、川棚町民がなぜ波佐見町では快適なウォー

キングコースができて、川棚ではなぜできないかと疑問に思われるわけですが、

こういった点についてはどう考えられるか尋ねます。

町 長 お答え致します。今、議員が質問になったことにつきましては、

以前も話があっております。波佐見ができて、なぜ川棚ができないのか、本当

に不思議な気もするわけでございますけれども、実は堤防の河川断面に要因が

あるようでございます。波佐見町の桜づつみ公園につきましては、堤防の内側

に民地を買収して、いわゆる田んぼを買収して、そこに桜が植栽されておりま

す。しかし、川棚町内の川棚川の堤防につきましては、堤防敷きがないところ

もありますし、また堤防があったに致しましても、もうすでに背後には農地が

張り付いておりますので、それを買い取って今後事業を進めるためには多額の

経費がいるということで、県にこれまでも要望はしてまいりましたけれども、

実現していないのが現状でございます。以上、答弁とさせていただきます。

１ ５ 番 山 口 確かに、それぞれ波佐見町と川棚町の事業のやり方、これは非常

に異なるんだろうと思うんですけども、その波佐見町を例にとって、そこまで

確かに波佐見町みたいに桜を植えたり、ツツジや植え込みがある。そして先程、

町長の答弁で専用のウォーキング道路としては整備する考えはないと言われた

わけですが、非常に河川管理道路という性格からも、非常に難しい面があろう

と思います。そうすればせめてですね、川棚でも周辺、いわゆる河川道路の上

の、いわゆる雑草を払うとか、いわゆる道にかかっている、いわゆる竹藪、そ

ういったものを切りですね、どちらかと言えば比較的簡単にできるというのは

非常に語弊がありますが、やりやすい、例えば堤防の周辺に菜の花であるとか、

コスモスであるとか、そういった種をまいてですね、せめてシーズンによって

は菜の花が咲いている。秋にはコスモスが咲いている。そういうふうな菜の花

ロードとか、コスモスロードとか、そういうふうな考えでのですね、簡便な整
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備、いわゆる専用道路でなくてもですね、ウォーキングができると、いわゆる

通行量が少ないから手軽に、いわゆるウォーキングができる、そういったコー

スの整備というのは考えられないか尋ねます。

町 長 お答え致します。川棚川の堤防を散策致しますと、例えば上組の

幼稚園付近から上流に向かって竹が繁殖致しております。そういった地域が各

所にございますので、非常に散策される方につきましては見通しが悪い、景観

が悪いということで、あまり人気がないところの一つの要因になっているよう

でございます。これにつきましても冒頭申し上げましたように、県の管理であ

りますので、県で伐採をしていただくように再三お願いをしておりますけども、

先程言った理由等で県も動いてくれません。できれば今後、地域の皆さん方の

協力をいただいて、町の方で伐採をして、そしてよりウォーキングをしやすい

ような堤防にしていきたいと、そういう考えは持っております。さらに、植栽

につきましては、これも２年後には長崎がんばらんば国体が待っておりますの

で、花いっぱい運動については、町民挙げて対策を講じていかなければと、こ

のように考えておりますので、ただいまご提言がありましたことについては、

前向きに取り組んでいきたいと、このように考えておりますので、ご理解を賜

りたいと存じます。以上でございます。

１ ５ 番 山 口 二点目とも関連するわけですが、現在、川棚川ふるさと輝くみん

なの水辺事業、非常に事業名が長くて言いづらいんですが、これが進行中でご

ざいまして、これはまだ継続事業で今年度の１１月ぐらいから工事が再開され

ると、そして工事期間によっては平成２５年度までずれこむのかなという県北

振興局の話でございますが、これが少なくとも来年度の全般になるのか、来年

度中になるのか、これは私も定かではございませんけれども、完成した後はで

すね、川棚町として何か活用法を考えられているのか。それとも、できました

からどうぞ町民の方が勝手に利用していくださいと、そういう方策をとられる

のか、そういったところをどういうふうに考えているのか尋ねます。

町 長 この事業については、今議員が述べられたとおりでございますけ

れども、最初に申し上げましたように、このいわゆる公園につきましては、既

存の堤防道路に接続をされておりますので、そういう意味では、いわゆる散策

路、ウォーキングコースとして利用できるのではないかと、このように期待を

致しております。ただ、町の方でそれに特化した具体的な利用方法を考えてい
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るかということにつきましては、もし担当課で何か予定をしておれば、担当課

長の方で答えさせますのでよろしくお願い致します。

建 設 課 長 お答えします。ただいま川棚川ふるさと輝くみんなの水辺事業に

つきましては、当初、学校、あるいは地域の親水ということで学習活動も含め

てですが、そういうものに利用をしていただこうということで計画をしており

ますので、それ以上の特化した考え方は現在持っておりません。以上です。

１ ５ 番 山 口 その工事の関連でございますが、おそらくせっかくあれだけ荒れ

てた川棚川ですね、いわゆる柳の木がそれこそいっぱい生えていまして、まさ

に河床が山と化していた分が、整備できれいになりつつあります。ただこれが

活用されなければですね、せっかく整備されたものが、また元の黙阿弥みたい

に荒れ放題になる可能性があると。そういったところから考えればですね、い

わゆる山道橋から麻生瀬橋、これを周回できるようなですね、先程申し上げた

コスモスの花であるとか、菜の花、こういったものをですね、堤防沿いにまく

とか、そういったことをしながら整備されれば、いわゆる専用道路でなくても

結構だと思いますが、整備していくような、いわゆる県への要望になろうかと

思いますが、そういうことも含めてやっていけばですね、より有効活用ができ

ると思われるんですが、町としてはどのように考えておられるか尋ねたいと思

います。

町 長 議員がおっしゃったように、山道橋から麻生瀬橋を周回するよう

なウォーキングコース、これについては当然考えられますが、実は石木のです

ね、ダム事務所の部分ですね、あそこが堤防敷きがないんですね。だから周回

することは不可能でございます。ただその分を県道の方に迂回してということ

になりますと実現可能でございますので、今後検討していきたいと、このよう

に思います。以上でございます。

１ ５ 番 山 口 またこれ川棚川ふるさと輝くみんなの水辺事業とも関連するわけ

ですが、これはこの工事が完成後はですね、いわゆるその除草と言いますか、

草刈り等の、いわゆる簡単な管理については、いわゆる良く言われますアダプ

トプログラム方式というんですか、そういうふうな一種のそうふうな手法を使

って地域の方にお願いするような県の意向でございます。そういうふうに聞い

ております。先程、申し上げました、例えば菜の花を植えたり、それからコス

モスを植えたりと、そういったこともですね、そういうふうなアダプトプログ
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ラム方式の中に取り入れてやればですね、いわゆる協働のまちづくりと、そう

いったことが可能になるんじゃないかというふうに考えられます。そういった

点についてどのように考えられるかお尋ねしたいと思います。

町 長 ただいまの質問につきましては、私も十分承知をしておりません

ので、担当課長の方から答えをさせていただきます。

建 設 課 長 ただいま管理の面についてお話がございましたが、管理について

は基本的には町の方に管理をお願いしますということになっております。ただ

し、それがどういうふうなかたちでの管理をしていくかというのは、まだ現在

決めておりませんが、今言われましたアダプトですね、そういうもので基本的

にはボランティア的なもので管理をしていく状況になろうかと思っておりま

す。ただこれについてはまだ現段階で明確になっておりませんので、そういう

方向性はあるということで答弁させていただきたいと思います。

それともう一つ、菜の花、コスモス関係を取り入れた状況での保全でござい

ますが、こういうものについても先程町長から申しましたように、そういうも

のが可能かどうかというのは、県の方とも十分確認をしながら、今後進めさせ

ていただきたいと思います。以上です。

１ ５ 番 山 口 ウォーキングについてでございますが、これは別の面からですが、

特定検診の受診、これに行くとですね、生活習慣病の予防であるとか、それか

らいわゆるメタボの予防、そういったために必ず運動を進められます。そうい

った時に、このウォーキングというのが一番手軽で、運動に取り組みやすい、

いわゆる運動かなと考えられると。そうすればこういった本当に町民の方がウ

ォーキングにでも取り組んでみようかというコースがあればですね、そういう

ふうな生活習慣予防とか、メタボの予防、こういったことにも効果があると考

えられると。そうすれば非常に飛躍した考えかも知れませんけれども、町民が

健康について意識を持つということはですね、現在、非常に国保であるとか、

介護保険、運営が厳しくなっている。そういったいわゆる国保や介護保険の運

営の一部ですね、そういったものに一助にもつながると考えられますけども、

町としてはどういうふうに考えられるかお尋ねしたい。

町 長 お答え致します。ただいまの議員がおっしゃったような生活習慣

病を予防する一つの方策としてはウォーキングが効果的であるということは、

私もそのように思います。そこでその手軽に取り組めるのがこのウォーキング
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でありますので、当然、その推進は図っていく必要がございますので、先程来

申し上げておりますように、専用のウォーキングコースは造れませんけれども

現状での環境整備をしていって、そこを利用していただくということで、今後

全町的に取り組んでまいりたいと、このように考えております。以上でござい

ます。

１ ５ 番 山 口 最後の質問になりますけれども、先程からの町長の答弁でもあり

ますとおり、確かに堤防道路というのは河川管理道路という性格を兼ねており

ます。そしてそれを全面的に専用道路にするというのは、非常に難しいという

点もございます。そして管理についても県と、それから町と状況に応じては非

常に両方にまたがったり、非常に難しい面もございますけれども、そういった

点で町単独で整備していくというのは非常に難しい点もあろうかと思います

が、町民のですね健康管理と、そういったものからですね手軽に取り組める運

動としてウォーキング、これをぜひ進めて町民が健康に関心を持つと、そうい

ったことがいろんなところで、いろんなメリットが出てくる可能性もあります。

そういった意味でですね、ぜひ今後とも県に対して積極的に川棚川の堤防、そ

ういったことを含めてですね、整備をしていただいて、より専用でなくて結構

でございますので、ウォーキングのコースとして利用できるよう、環境整備し

ていく考えがないか、最後にお尋ね致します。

町 長 お答え致します。ご質問の趣旨は十分理解できますので、そのよ

うに取り組んでまいりたいと考えております。以上でございます。

１ ５ 番 山 口 以上で終わります。

議 長 ここで、しばらく休憩致します。

（…休 憩…）

議 長 休憩前に引き続き会議を開きます。

議 長 次に、三岳昇議員。

５ 番 三 岳 私は教育長及び町長に小中学校で太陽光発電を行い、教室にエア

コンか扇風機を設置できないかお尋ねします。

近年、地球温暖化が進み、毎年厳しい暑さが続いています。このように環境
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が変化している中で、小中学校の児童生徒達は、梅雨や厳しい猛暑に耐え、学

業に励んでおります。特に、今からの梅雨時は室温が３０度を超え、湿度が９

０％以上となり、勉強に集中できない環境となります。また、特に最上階は屋

上からの熱の影響もありまして、さらに劣悪な環境となるというふうに聞いて

おります。このような状況を解消するためにも、学校の屋上で太陽光発電を行

い、その電力を利用して、教室にエアコンか扇風機を設置できないか、これは

町内４小中学校の児童生徒に代わりまして質問をしたいと思います。

教 育 長 三岳議員の質問にお答え致します。

議員ご指摘のとおり地球温暖化による影響で、近年の暑さは以前に比べます

とかなり厳しくなっているように思います。従いまして、学習に集中できない

ような環境になることもございます。特に、最上階の環境は、下に比べますと

よりひどいように感じております。そこで、太陽光発電を使ってエアコン、あ

るいは扇風機の設置ができないか、こういうご質問でございますが、このこと

につきましては次の三つの視点から考えることが大事であろうと、そのように

思っております。

まず一点目は、子どもの精神的成長と環境との関わりという視点です。二点

目は、社会情勢という視点です。三点目は、費用対効果という視点であります。

まず一点目の子どもの精神的成長と環境との関わりについて補足を致しま

す。現在の子ども達に、特に育てたいと思っている力の一つに、耐性、いわゆ

る我慢強さがございます。こうした力はエアコン等で作られた快適な環境では

なく、冬の寒さ、あるいは夏の暑さ、そういった自然の体験の中で育っていく

ものであろうと考えております。

二点目の社会情勢という視点について補足を致します。福島における原子力

発電所の事故以来、日本の全ての原発は現在停止をしております。そして全国

的に節電の必要性が強調されている。そういった社会情勢でございます。そう

した状況下で、エアコン、扇風機等の設置を考える時期ではない、そのように

考えております。

三点目の費用対効果の視点について補足を致します。太陽光発電を既に設置

している自治体もございますので、そうした先進地の状況等から、太陽光発電

の費用対効果について研究をしたい、そのように思います。以上のことから、

現時点では小串小学校が、今年度ゴーヤの栽培によります緑のカーテンに取り
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組んでおります。そういったエアコン、あるいは扇風機以外に環境を改善する

方策、そういったものについては研究してまいりたい、そのように考えている

ところでございます。以上で答弁とさせていただきます。

５ 番 三 岳 教育長の答弁は、まさに予想していたとおりの答弁じゃなかった

かと私も思っております。

そこでですね、学校については、これは設置者は町、いわゆる町長でござい

ますね。あと管理については教育委員会、もちろんこれは教育長の責任という

ふうになるわけですね。そうしますとですね、今の答弁でいきますと、やはり

冬の寒さとか、夏の暑さを我慢せろよと、確かに石木小学校の校舎の標語、一

番最初には忍耐って書いてあるんですよ。まさにそのとおりですよね。そのた

めの忍耐じゃないと私は思っているんですよね。ですから、そういった気候風

土が変わっていく、例えば教育長も私と同様、団塊の世代ということで、昔は

木造校舎だったわけですね、そうしますと今みたいに熱というのはですね、あ

る程度吸収していたと私も思っていますし、それと同時にですね、今ほど暑さ

も厳しくなかったというふうに思っているんですよ。そういった中でですね、

教育長は、いわゆる財政面で、もうそういうことを考えていないというのが基

本的にあるんですか。その点はいかがでしょうか。

教 育 長 先程、お答えを致しましたように財政面というよりも、まず一つ

目は子どもの育ち、もう一つは二点目に現在の社会情勢、今できる、今考える

べきこと、これはそういったものではなくてエコ的なもの、例えば緑のカーテ

ンとか申しました。それからもう一つ、ミストを使ったもの、そういったもの

も工夫できないのかなと、全国的に調べますといろんな工夫をしているところ

があるようです。そういったいろんなものを研究してまいりたい、そのように

考えているところです。

５ 番 三 岳 私はですね、子ども達に、いわゆる贅沢じゃないかとかですね、

そこまでしてやらんばとかという観点じゃなくてですね、やはり学校の環境整

備というのは、教育委員会の大きな使命だと思うんですよね。それと設置者で

ある町長もですね、やはりそういった例えば教育委員会から、せめて扇風機ぐ

らいは付けたいと、予算要求をしますよね、そういったものについて町長が判

断するわけですから、今までにそういった予算の要求をされたことがあります

か。
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教 育 長 今までということでございますので、次長に答えさせます。

教 育 次 長 それでは私の方からお答え致します。

今、三岳議員から質問がありましたように、教室に扇風機とかエアコンとか

についてはですね、今まで要求はしておりません。ただし特別教室があります。

パソコン室とか図書室、それから保健室あたりにはエアコンを設置するように

要望して予算も付いて、現在は設置をしております。以上です。

５ 番 三 岳 次長が言われたように、必要なところには設置をしてあると、そ

れと合わせて校長室と職員室にも設置してあるわけですね。ということは、こ

れはいわゆる学校という職場を考えてみればですね、教職員がいるところにつ

いてはですね、そういう空調設備を設置してあると、ある意味、子ども達の毎

日の日々の暑さ、寒さはですよ、少なくとも教育長も校長で１０年近くおられ

たわけですよね。校長室にはエアコンが入っておりますので、その暑さ、寒さ

というのは以外と鈍感になられていたんじゃないかと思うんですよね。そして

先程言いましたように、例えば中学校で言いますと４階ですね、そういったと

ころのですよ、実際に温度とか湿度、そういったものを測ったりしたことはご

ざいますか。

教 育 長 実際に測ったことはございませんけども、自分が現場にいるとき

に実際に暑いときも校内順守してまいります。そうすると三岳議員が言われる

ように、今日はもうちょっと勉強に集中できるような日じゃないなと、そう感

じたことはございます。

５ 番 三 岳 例えば校長、教頭を除くですね、その先生方というのは、そうい

った要望というのは、例えば教育委員会、学校長あたりにですよ、なんとかし

てくれという話は今までございましたか。

教 育 長 今までに暑くてたまらないからエアコンを付けてくれ、あるいは

扇風機を付けてくれ、そういった話は聞いておりません。

５ 番 三 岳 これはですね、おそらく先生方というのは、３年とか６年のスパ

ンでですね学校を移られるわけですね。そうしますとたぶん、教育委員会にと

か、校長に言っても一緒やっけんということで、たぶん口には出さないけども、

そういう思いは持ってらっしゃると、そういう受け止め方はされたことはござ

いませんか。

教 育 長 そういう受け止め方はしたことはありませんが、自分自身も今日
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は欲しいなと、そういった思いを持ったことはございます。

５ 番 三 岳 最初の基本的な部分で、教育長と水掛け論をやるつもりはないん

ですよ。要はですね、耐えなさいと、例えば忍耐ですね、そういった部分では

必要ないと、だから先程、答弁があったように、今から検討はされるんですよ

ね。そこをもう一回確認したいんですけれども。

教 育 長 三岳議員と今、議論をしながら考えていたんですけれども、三岳

議員、私が全然しないというふうに捉えていらっしゃいますか。そしたら今で

きる工夫はやりたいというふうに答弁をしておりますので、そこらあたりはち

ょっとすれ違っているのかなという気は致します。それともう一つですね、例

えば石木小学校、現在３階ありませんね。ところが午後、非常に耐えられない

という時にはどうやっているかというと、パソコン室での授業をしたり、図書

室を使って授業をしたりとか、そういったことはやっております。どの程度ま

でした方が、その子どもの育ちとですね、その兼ね合いで考えていかなければ

いけないだろうと、全ての教室をエアコンを入れて快適にすることが本当に子

どもの育ちにとってプラスであるか、そこらあたりは非常に疑問に思っており

ます。したがいまして、そこをどの程度でやっていったがいいのかというのが

現実的な解決方法になってくるのかなと、ここらあたりはやっぱり研究してい

かなければいけない、そのように考えているところです。

５ 番 三 岳 かみ合わない部分というのは、おそらくですね、私はエアコンと

か扇風機を含めた、そういう環境整備対策をと言っているんですよね。しかし

それに代わるものとして、例えばゴーヤを植えたりとかですね、教室を移動し

たりと、それはあくまでも一時的な避難措置なんですね。熱中症とかなんとか

というのが今ありますよね、そういった部分でもですね、やはりこれは、せめ

て扇風機を付けてですね、最上階、中学になりますと最上階というのは一クラ

スだけじゃないわけですね、そうしますと全クラスを移動させるということは、

おそらく不可能でしょ。そういった中でですね、例えば最上階だけでもそうい

った措置を早急にやるという考えはございませんか。

教 育 長 結論から申しますと、早急にやるという考えは持ちません。ただ、

どのやり方が一番良いのかということは研究をしていく、していかなければな

らないだろう、そのように考えております。早急にやるということになります

と、どれが一番良いのかということを、この短い期間の中で考えるというのは、
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ちょっと無理かなというふうに思います。以上です。

５ 番 三 岳 それから費用対効果をおっしゃいましたよね答弁の中でですね。

例えば太陽光発電を使って、そういった電力を賄うというやり方を私はされた

らどうでしょうかと、その例えばエアコンだけ、扇風機だけとなりますとです

よ、従来の電力消費なんですね。その分を少なくとも賄えるぐらいの太陽光発

電装置を屋上に付けるということで、その分はですね、いわゆるこれからの維

持費というのは出てくるというふうに思うんですよね。そこも含めた検討をお

願いしたいと思うんですよね。その点は考えておられますか。

教 育 長 先程から申しましたけども、費用対効果の面から研究したいとい

うふうに申しました。実際に太陽光発電を付けて、どれぐらいの費用がかかり、

そしてどのぐらいの電気代が賄えるのか、もしですね付けたとしても川棚町の

財政で付けたものがずっと使えなかったら、これ無駄になります。したがって

どの程度の投資がいって、そこらあたりは十分に研究をしないといけない、そ

のように考えているところです。

５ 番 三 岳 これはですね、今まで文科省の助成、補助事業というのがありま

したよね。たぶんこれがなくなったと、おそらく環境省の補助事業なんですね。

ですから例えばそういった補助事業についてですよ、今回、通告をしておりま

すので、たぶん調べていらっしゃるかと思うんですよね。例えば補助率がいく

らあって、その他に起債が必要であって、その充当率がどのぐらいというとこ

ろまで調査されておりますか。

教 育 長 そのことにつきましては次長の方から答弁をさせます。

教 育 次 長 まずあの、補助があるかどうかということで調べてみまして、教

育委員会の所管の文科省の方ではですね、以前、スクール・ニューディール政

策ですね、これで補助率の３分の１か３分の２ぐらいありましたけど、これが

今なくなっておりましてですね、その他には経済産業省とか環境省での補助金

があるというふうに聞いております。ただこれも規模とかですね、ワット数と

か、いろいろあるもんですから、地方公共団体と民間とで違うということで、

先程出ました補助率とかまでは把握ができておりません。以上でございます。

５ 番 三 岳 今年の、２４年の町長の施政方針を見てみますとね、豊かな人間

性、魅力ある生活文化を育むまちづくりとして、学校教育、社会教育の充実を

図ると明記されているわけですね。若干、同じ視点じゃない部分があるかもし
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れませんけれどもね、私はある意味、いわゆる社会教育を考えてみますとね、

中央公民館とか公会堂、そういったいろんな講座を利用される大人の学習の場

というのは、そういった環境整備というのは、もうすでにできているわけです

ね。しかし、子ども達、いわゆる今１,４００人ぐらいいるんですよね、そう

いった中でですね、子ども達の、ある一定の期間だけかもしれませんけれども、

子ども達にとっては非常に苦痛な場になるということもあるわけですから、そ

の点についてはですよ従来の予算の配分というんですか、優先順位というのが

大人を中心にと、いわゆる民生費の中には子ども達にかかる支出というのもあ

りますけども、いわゆる小中学校にかかる割合というのが非常に少ないという

ふうな気がするんですよね。そういった意味でもですね予算配分というのは、

今年川棚小学校の運動場改修が終わりますよね、そうしますと、いわゆる耐震

とか大規模改修、そして運動場の改修事業というのが、大きな事業というのが、

いわゆる学校教育の場ではですよ、そういった大きなお金を伴う事業というの

がなくなると思うんですよね。ですからこれから先の学校教育現場と言います

かね、そういったところの整備、どういったものを考えていらっしゃるんです

かね。金額的にいくらとは聞きませんが、今まで大きな支出があったんですけ

ども、それがある程度終わったと、そしたら他の部分で学校教育も含めたです

よ予算配分というのが当然なされると思うんですよね。ですから子ども達にか

かるそういったお金というのを優先的に、これは町長に聞かんばとかもしれん

ですけども、配分をしていただきたいなと、そういった大きな事業を考えてお

られますか。

教 育 長 今年度、川中の机、椅子を買いますけれども、それから小学校は

あと２年間やります。その次に課題として持っているのはトイレです。トイレ

の改修、特に川小、小串ですね。これは急いで、急ぐというよりもいずれやら

ないといけない。近い将来にやらなければいけないものだろうと考えていると

ころです。

５ 番 三 岳 もう、これ以上聞きません。町長にお願いというよりも、あるん

ですが、先程言いましたように町長はですね、学校施設の設置者であるという

ことで、教育委員会に対する配慮というのもですね、いわゆる子ども達に対す

る配慮というのも十分なされてきていると思いますが、例えば、来年度でもで

すね、そういった予算要求が上がりますと、これはもう二つ返事で、じゃあ付
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けましょうというぐらいの気持ちでですね、学校の施設と言いますか、整備に

ついてはですよ町長も取り組んでいただきたいなというふうに思いますが、答

弁は別に。していただけますか、お願いします。

町 長 お答え致します。今、縷々教育長と三岳議員とのやりとりを聞い

ておったわけですが、基本的には教育委員会から、そういった事業をしたいと

いうことで予算の要求があった場合には、当然、私の方で予算を編成し、そし

て議会のご決定をいただくと、このような段取りになるわけでございます。そ

こでまず考えなければいけないのが、その事業が果たして川棚町の総合計画の

理念に則している事業なのか、あるいは総合計画で定めております目標を達成

できる事業であるか、そういったものをまず考えなければいけないと思います。

そこで町では、基本構想、基本計画を主体に振興実施計画というのが毎年定め

られておりまして、これについては事務事業評価がなされております。当然、

その事務事業評価の中で緊急性を考慮して、一定の評価ができれば当然、私と

しては予算に計上し、そして議会のご決定をいただくという段取りになろうか

と思います。以上でございます。

５ 番 三 岳 先程、教育長も答弁されたようにですね、今後調査をされるとい

うことだと思います。子どもはやはり国の宝、地域の宝という言葉もございま

すし、やはり子ども達のためにですね、さらにですねそういった施設を充実さ

せるということを進めていただきたいというふうに思います。以上で、私の質

問を終わりたいと思います。

議 長 次に、村井達己議員。

１ 番 村 井 私は二点について質問を致します。

５年程前、同様の質問を致しましたが、現在は町長、教育長も代わられ、状

況も移りゆく中で改めて質問を致します。

まず一点目、茶市、いかだ競争の復活と、大崎海水浴場の活用についてであ

ります。いかだ競争が廃止されて６年、また茶市も３年ほど前からなくなりま

した。茶市は本町の歴史から見ても大変古く、明治４５年、大正元年から始ま

ったとされており、今年でちょうど１００年目となる計算になります。ご承知

のとおり、最初は物々交換の場として市が立ち、近年は場所や内容も少しずつ

様変わりしたものの、特にですね高齢者の方にはゆったりと過ごせる昔の雰囲
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気も残しながら、町民のふれあいの場として開催されていました。また、いか

だ競争も私の記憶では４５、６年ほど前になろうかと思いますが、最初は丸太

にまたがっての競争、次にたらい競争、そして現在の形に変わりながら開催さ

れてきました。いかだ競争に出場していたチームも年々少なくなりましたが、

出場したチームは決して優勝賞金が目当てで出場していたわけではありませ

ん。いかだを制作する、出場する、そしてその後の反省会まで、勝ち負けは二

の次に、いかだを通しての親睦、団結、コミュニティづくりであり、地区代表

チームであれば地区興し、消防団を始め、各団体のチームは団体興しであり、

それが総じて町おこしの一環として貢献してきたものであります。また現在は

地域のふれあい不足、コミュニティ不足が大きな課題となっておりますが、小

さくても、その解消策の一つでもありました。いずれも、川と海を利用した本

町の豊かな自然を活かしたイベントではなかったかと思います。

残念ながら茶市は、今年も開催はされませんでした。いかだ競争も今のとこ

ろ予定はありませんが、今もインターネット上では数年前の茶市の写真が、ま

た夏祭りの紹介では、いかだの文字もあります。寂しくも懐かしく目にするだ

けでありますが、インターネット上にあるということは、全面的に廃止になっ

たわけではないものと、私は個人的に判断をしておりますし、町民の中からは、

このイベントを惜しみ、復活を希望される声を耳に致します。そこでこのイベ

ントを復活する考えはないかお尋ねします。

次に、大崎海水浴場についてでありますが、現在、ここは夏の海水浴シーズ

ンだけの活用であります。大村湾に面した海水浴場では、もっとも美しいとさ

れ、景観は環境はもちろんのこと、隣接するくじゃく荘、しおさいの湯、多目

的広場など、相乗効果を図れる施設として他町に類を見ない場所であります。

また、多目的広場は２年後に開催されるがんばらんば国体のホッケー会場に指

定をされており、国体の成功に合わせ、本町の環境事業の発展も大いに期待さ

れているところであります。年間、一ヶ月半だけの活用では大変もったいない。

海水浴以外の催し、例えばサンドアート、地引き網体験、海岸でのバーベキュ

ーなど、子どもと大人が一緒になって楽しめるような、夏場に限定をせず年間

を通じての催しを企画し、大崎半島全体の知名度をアップさせ、集客につなげ

るべく多様に活用していく考えはないかお尋ねを致します。

次に、二点目は平和学習の充実と継続についてであります。戦後６７年が経
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過し、二度とくり返してはならない、悲惨で忌まわしい戦争というものが、時

代の流れ、風の流れの激しさに、やえもすると現在は忘れがちであります。昭

和２０年７月３１日、本町でも空襲があり、６９名の尊い命が犠牲になりまし

た。当時、水雷工場としては日本一とも言われた川棚海軍工廠があり、本町の

人口は３万人以上いたとも言われています。その他、新谷郷には震洋など、特

攻隊員の訓練所、三越魚雷発射試験場、トンネル工場、半耐爆型工場、海軍工

廠本部が疎開した防空壕跡など、貴重な軍事施設が未だに点在し、決して忘れ

てはならない、物言わぬ戦争歴史の証人として数多く残っております。また史

談会の皆様をはじめ、このような歴史を語り継ぐ方も高齢化する中、このまま

では本町における戦争の歴史が継承できないのではないかと危惧されます。国

際情勢に目を向けると、ある国では未だに内乱や局地戦争が続いております。

最近は、近隣国においても、何やらきな臭いニュースを度々耳にします。そう

いう状況も踏まえながら本町に現存する戦争遺構を教材として活用し、今また

平和の尊さと戦争の愚かさを学ぶ平和学習に生かしていくべきであると考え、

次の二点について質問を致します。

一点目、本町に点在する戦争遺構の保存は必要と思いますが、それぞれ所有

者がおられ、保存、修復には多額の経費がかかるなど、諸事情のため無理があ

ります。今後、その遺構が朽ちたり、壊されたとしても、せめて形と場所が残

るよう、町全体の戦争遺構を集約したジオラマを作成し、模型として残し、平

和学習に生かせないかお尋ねを致します。

二点目、平和学習授業の中に、史談会の皆様のように、こういった歴史や体

験を語り継ぐ方を講師として招いての学習、そういう方を同伴して戦争遺構を

訪れ、見て、聞いて、触れる、体験型の平和学習を積極的に取り入れる考えは

ないかお尋ねをし、壇上の質問を終わります。

町 長 村井議員の質問にお答え致します。

ただ今、村井議員からは２項目質問いただきましたが、前段につきましては

私の方から、後段の平和学習の充実と継承について、これにつきましては教育

長から答弁をさせていただきます。

まず、茶市、いかだ競争について復活する考えはないかというご質問にお答

え致します。議員も今おっしゃいましたように、茶市につきましては、従来、

自然発生的に市が立っていたものを、場所や主催者等の変遷がありましたが、
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最後には観光協会が仲介して、平島漁港に場所を移して開いていたもので、最

終的には本来の茶市というスタイルからは離れ、一種の的屋イベント、露天市

として開かれていたものであります。観光協会では、主管のイベントを精査す

る中で観光協会での開催を中止したもので、この後のイベントの受け手がなか

ったことから開催されずにいるものと、このように思います。

また、いかだ競争は川棚夏祭りの一つのイベントとして実施をしていたもの

で、参加者の固定化と一般の参加者の減少から、夏祭り実行委員会で中止が決

定されたものであります。また、現在、それに変わる海を生かしたイベントと

致しましては、平成２０年から海上綱引き大会が開催されており、今年も観光

協会の主催として実施が予定されているようであります。このように、茶市も

いかだ競争も、それぞれ中止になった背景があり、それぞれの主管する実行委

員会とで中止が決定されており、今回、町に対して復活の要望が上がってきて

いることも事実でございますが、町としては現時点では、このイベントを主管

して実施することは考えておりません。しかしながら、これらのイベントを交

流人口の拡大など、観光イベントとして位置づけるのか、それとも地域イベン

トとして位置づけるのか検討を行う必要があり、観光イベントとして町が掲げ

る交流人口拡大に大きく寄与するイベントであり、町外からの集客を見込める

イベントならば町としても今後、観光協会と十分、協議、検討していきたいと

考えております。

二番目の海水浴場のシーズン以外の活用についてでございますが、現在、海

水浴場は指定管理者の観光協会に管理運営を一任しており、直接的な運営につ

いては、観光協会が独自に判断して使用しているものでありますが、昨年は、

一昨年の入場者を約２千人下回るなど、夏場は海水浴シーズン自体の利用も減

少の一途をたどっていると、このように聞いております。そういうことからも

ご質問のように絶好な景観、環境、施設を活かした通年の使用を検討する必要

はあるということで認識を致しておりますが、具体的には指定管理者の観光協

会と協議して、どういった活用ができるか、今後検討していきたいと、このよ

うに考えております。以上、答弁とさせていただきます。

教 育 長 村井議員の平和学習の充実と継承についてお答えを致します。

議員ご指摘のとおり、川棚にはたくさんの戦争遺跡がございます。そうした

本町の歴史を語り継ぐ、あるいは本町の歴史を何らかのかたちで後世に残し伝
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える、このことは非常に大事なことであろうと思っております。そうしたこと

を踏まえて、一点目の質問にお答えします。

ジオラマを作成して平和学習に生かすということは、非常に素晴らしいこと

だと思います。特に、史談会の協力を得て現在展示しております戦争遺構等の

写真等は有効に活用できるのではないか、そのように考えているところです。

ただ、現在の史料館、これは耐震化ができておりませんので、史料館を将来的

にどう整備していくか、これは教育委員会の大きな課題でございます。将来の

史料館の整備を検討していく中で、ジオラマの作成をぜひ考えていきたい、そ

のように思っているところです。

次に二点目の戦争体験を語り継ぐ方を講師として招くこと、及び戦争遺構を

活用した体験型の平和学習を取り入れることについてお答えを致します。

戦争体験を語り継がれる方々の高齢化、これは年々進んでおります。従いま

して、いつまで語り継いでいただけるか分かりませんが、語り継いでいただけ

る方がいらっしゃる間は、ぜひ積極的に各学校で活用をしたい、そのように考

えております。また、現在は全ての学校で史談会の方、あるいは被爆体験者の

方にお願いをして体験談を語っていただいているところでございます。またあ

の、戦争遺構を活用した平和学習は、各学校が校区の戦争遺構を見学したり、

あるいは校区外のものについては遠足の際に見学したり、そういった活用をし

ているところでございます。これからも地域を知るということは非常に大切な

ことでございますので、各学校でできるだけ川棚町の戦争遺構について学習を

すると、そういった機会については積極的に取り入れていくように指導をして

いきたい、そのように考えております。以上です。

１ 番 村 井 私が質問をした内容は、ほとんど検討していただけるというよう

なことでありましたけれども、一つ、先程町長の方から言われたんですけれど、

私はこのいかだ、それから茶市は観光イベントとして捉えるのではないと、町

おこしの点から検討をと言われましたけれども、私はまったくそのつもりでお

りまして、やはり町おこしということを考えた場合にですね、そう難しくない

んじゃないかという気がしております。観光協会の方にはですね、いろんな課

題を抱えながらも、こういう実行委員会を立ち上げて努力して開催をしていた

だいているわけですけれども、行政としてですね、私はこのイベントに関して

は、イベント委員会を始め、そういった方は一生懸命やっておられますけれど
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も、どうも運営当日のスタッフの不足というのも、一つの課題なのかなと、そ

ういった声も耳に致しておりまして、観光協会とは別にですね、行政側として、

このやはりマンパワーというのが絶対必要だと思うんですね。従いまして、こ

のいろんなイベントを開催するときに、スタッフとして協力していただけるよ

うな方を増やすような周知なり、対策を独自に考えられないかお尋ね致します。

町 長 お答え致します。先程、答弁を致しました内容については、観光

イベントとして捉えるか、あるいは町おこしの視点として捉えるか、これにつ

いて若干取り組み方が違うんだということを申し上げました。今、議員からは

観光イベントではなくして、町おこしの視点で捉えるべきだと、こういったご

提言をいただいたところでございます。そこで、今質問がありまして町おこし

の視点で捉えるとした場合には、当然、町が中心となって取り組む必要がござ

いまして、そのためにはやはり通例によりますと、実行委員会を立ち上げて、

そして取り組む必要があります。そのためには多くの実行委員会にスタッフと

して入っていただく必要がありますけれども、これまでは各種団体の代表者あ

たりに会議に参画をしてもらって、その団体の中からスタッフとして参加をし

ていただているという、こういった状況でこれまで進められて来ております。

今そのスタッフを増やす方策について何か考えられないか、あるいは考えてい

ることがないかというような質問でございましたけれども、特に現時点におい

て思い当たるものがございませんので、今後、研究をしていきたいと思います。

もし、議員の方で何か良い方策がございましたら、ご提言をいただければ大変

ありがたいと思います。以上でございます。

１ 番 村 井 私も今すぐという頭はございませんけれども、例えばいかだに関

してはですね、いかだ競争というのはスピード競争でしたけれども、内容とし

ては、私は一つ不満な点がありまして、というのも私はずっといかだ競争に出

ておりましたので、スピード競争というのに競争するいかだはバラバラであっ

て、タイムを速くするために作り替えたりですね、かと思えば金がないから、

それだけじゃないんでしょうけど、何年も前のを使ってレースに臨むと、そう

いったことからも不公平感があってチームも少なくなったのも一つの原因かな

というような気も致しておりまして、以前は仮装部門というのがありましたけ

れども、今後、もしこういう検討をされる時にですね、私はいかだ競争でなく

て、いかだ祭りといった位置づけで、祭り的要素でやったらどうかと、その勝
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敗を競うんじゃなくて、いかだの形状に賞をつけると、形とかパフォーマンス

につけると、それも賞品ではなく参加賞として、その参加賞を例えばＪＡだっ

たりに協賛をお願いして、ＪＡから野菜を賞品としてもらうと、漁協からはサ

ザエか何かをもらうと、各種団体がたくさんございますので、その方にお願い

をして、協賛をしてもらい、ぜひいかだも作って出場してもらうと、当然、議

会もそこに入るわけですけれども、そういった全町横断的に参加を呼びかけて

いかだ祭りに足を運んでもらうようなことを検討していけば何とか復活するこ

とも、そう難しい問題じゃないというような気が致しますが、今、思いつきみ

たいにして言いましたけども、いかがでしょうか。

町 長 なかなか素晴らしい思いつきではなかったかと思います。ただ今、

おっしゃったようなことは、こういった一般質問で私と村井議員と議論し合っ

てもなかなかどうでしょうか、あまり事務的になりすぎましてそぐ合わない面

もありますが、実は、こういったイベントを開催する場合には、各町におきま

してはまちづくり委員会というなるものが結成をされまして、そしてそのまち

づくり委員会、当然これは仮称でございますけれども、そういった委員会の中

で町の活性化を図るためには、どういったイベント、施策が必要か、十分議論

して、その中で地域住民の皆さん方が、どういった関わり合いをしていけばそ

の効果が上がるのか、そういったいろんな議論をする場が必要ではないかと思

います。こういった委員会、今もそれに類するものはあるわけでございますが、

それを補強するかたちで何かそういった機関が結成できればというふうに思っ

ているところでございます。以上でございます。

１ 番 村 井 それでは海水浴場の件なんですけれども、ここもですね、言うよ

うに観光協会の方がいろいろ考えてされたと、私が５年前に質問をしたときも

それに対応してくださったらしい。そこでサンドアートも調べていただきまし

て、ここは潮の満ち引きがあって、６時間程度しかできないだろうということ

でありました。地引き網は地元の漁業組合の許可等も必要であって、いろんな

課題もあるということで、なかなかあそこを海水浴以外で使うのは難しいので

はないかというようなことでありまして、検討はされているようであります。

そこでですね、大がかりではなくてもですね、その何か子どもと一緒になって

砂遊び的なものとかですね、漁業者の皆様とも一緒になってやっていけるよう

なものとか、頭の固い私には今は思いつきませんけれども、そういったあそこ
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を活用するアイディア等も町民の皆様に募集をしてもらってですね、アイディ

アを汲み取って方法を考えられないかと思うんですが、そういった取り組みが

できないものかお尋ねを致します。

町 長 お答え致します。今、議員がおっしゃったように海水浴場も当然

ですが、大崎半島というのは、非常に自然環境に恵まれた、そしてまた景観も

素晴らしいところでございます。ぜひ、町の観光の活性化のためには、この自

然を有効活用するということが必要でございますので、そういう視点に立って

今後も研究をしてみたいと思います。この海水浴場の管理、運営につきまして

は、観光協会に指定管理を致しておりますので、今後、今ご提言が有りました

町民の皆様方にアンケート調査をするとか、そういったことにつきましても観

光協会と十分協議をしながら、必要であれば取り組むことにしたいと、このよ

うに考えております。以上でございます。

１ 番 村 井 次に、ジオラマについてでありますけれども、先程、教育長の答

弁の中に、史料館の整備等もこれから行うと、その時に合わせて考えていくと

いうような答弁がございましたけれども、私も今すぐにとは、これは難しいい

ろんな状況かと思います。現在、６、７年後にですね、役場庁舎建設の計画が

あります。新しい庁舎が完成した折にですね、もしそれまでに間に合うようで

あれば、そこの玄関に常設をすると、ジオラマは移動することも可能でありま

すので、イベント時や何か機会があればですね、くじゃく荘に置いたり、公会

堂に置いたりしてですね、多くの方に見て頂き、町内、町外を問わず本町をよ

り知っていただき、平和学習の充実と継承はもとより、いろんな面で貢献でき

るものになると思いますので、今後、ジオラマの作成に関してですね、何か中

長期的にですね計画的な取り組みができないかお尋ねを致します。

教 育 長 村井議員から、このジオラマの提案をいただきましたときに、川

棚町にいろんな戦争遺構がございますが、町内を一望できると言いますか、そ

ういった面で非常に良いなと思いました。したがいまして、今後、どういった

かたちでこれを作っていくのが一番良いのか、十分に研究させていただきたい

と思います。

１ 番 村 井 それではですね、平和学習という点で、平和学習というのは何も

学生に限ったことではありませんけれども、昨年、史談会が協力のもとに我が

町の戦争遺跡というＤＶＤが制作をされました。私はこのＤＶＤを消防団の家
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族旅行のバスの中で見て頂きました。そしたらですね、小さい子どもはもちろ

ん、４０代、５０代の大人もですね、本町にこれだけの戦争遺構と歴史がある

ことに驚いておりまして、町民の皆様も若い世代を始め多くの方が、こういっ

た歴史的なもの、また遺構がこういうところにあるというのを知らないのでは

ないかと、まず知って頂くことが継承につながるものと私は思っております。

あまり知られていない現状や、知って頂くために何かできないか、教育長の考

えをお尋ねします。

教 育 長 私の方でこれが良いと、そういった平和教育、いわゆる川棚町の

遺構、そういったものを知って頂く、そういったものについて具体的な案があ

るかと言われますと、そういった具体的な案は申し訳ありませんがありません。

ただ、今各学校でやっております遺構を使った学習、あるいは川棚町の方の体

験談、そういったものを地道にやっていくことも必要かなと、先程おっしゃい

ましたようにＤＶＤの活用、そういったことも工夫していく必要もあるだろう

と。現在やっておりますのは、ふれあい教室の中で史談会の方に川棚町のこと

について語っていただくというのはやっております。そういったものは継続し

ていきたい、そのように思っているところです。

１ 番 村 井 ぜひですね、このＤＶＤを活用したものも含めていただきたいと

思うんですね。先程触れましたけれども、こういった歴史を語り継ぐ方も高齢

化をされて、だんだん少なくなっていくわけですけれども、数年前でしたか、

どこの小学校からかそういう要望があって、実際、そのお話をされに行かれた

そうです。その時にですね、ある女性の方はですね、わざわざ当時の防空ずき

んとかもんぺをこさえて、そういう格好をして話に行かれたそうです。大変、

子ども達もですね、真剣に聞いていただいたと。私、お尋ねをしたところ、そ

ういう要望があれば大変なんだけれども、ぜひ協力をしてやっていきたいとい

うようなことを言われましたので、本当に心強く思ったんですが、ぜひですね、

そういった方にも大いに参加をしてやっていただきたいと思うんですね。そこ

でですね、これまで国有地でありました三越魚雷試験発射場の跡地がですね、

南側３分の１を町が取得して、残りを無償で借り受けると、これから整備計画

をされ、次に史談会や関係者と協議をして運営計画が策定されるということの

説明がありましたけれども、その運営計画の中にですね、年次計画として、現

地での平和学習といったことを織り込む考えはありませんでしょうか。という
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のはですね、先程、遠足等で現地に行っているというお話がありましたけれど

も、以前ですね、この貴重な平和学習の教材として活用したいが、学校として

はなかなか時間が取れないという答弁をいただきました。したがいまして、こ

れからそういう三越の魚雷発射場の運営計画がされるわけですので、あそこの

魚雷発射場だけではなく、町内のそういうところをですね、平和教育の教材と

して活用するために、最初から年次計画の中に入れておれば実現できるのでは

ないかと思いますので、そういった考えはないかお尋ねを致します。

教 育 長 村井議員がおっしゃっている学校教育の中でということで限定し

て考えますと、これは学校の教育課程との関わりがございますので、そこらあ

たりが学校でどの程度取り上げられるかということについては、学校との協議

が必要であろうと、そのように考えます。

１ 番 村 井 ぜひ学校と協議をしていただいてですね、活用できる方向で考え

ていただければと思います。

もう一点、予定をしておりましたけども、先程の答弁で、ほぼ良いようでご

ざいますので、これで終わります。

議 長 通告者の質問が終了しましたので、これで一般質問を終わります。

以上を持ちまして、本日の日程は全部終了致しました。

本日は、これで散会と致します。お疲れ様でした。


